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『
朱
子
語
類
』
巻
第
一
百
二
十
五
「
老
氏[

莊
子
附]

」
訳
注
（
五
）

山
　
田
　
　
　
俊

　

本
稿
は
、「『
朱
子
語
類
』
巻
第
一
百
二
十
五
「
老
氏
﹇
莊
子

附
﹈」
訳
注
（
一
）（『
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
16
巻

（
通
巻
69
号
）
所
収
、2

0
1
0

年
。
以
下
「
第
一
稿
」
と
略
す
）、

「
同
（
二
）」（『
熊
本
県
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第

3
号
所
収
、20

1
0

年
。
以
下
「
第
二
稿
」
と
略
す
）、「
同
（
三
）」

（『
同
紀
要
』
第
17
巻
（
通
巻
70
号
）
所
収
、20

1
1

年
。
以
下
「
第

三
稿
」
と
略
す
）、「
同
（
四
）（『
同
研
究
科
論
集
』
第
4
号
所
収
、

2
0
1
1

年
。
以
下
「
第
四
稿
」
と
略
す
）
に
続
く
第
五
稿
で
あ
る
。

本
訳
注
の
執
筆
方
針
、
常
用
す
る
参
考
文
献
等
に
就
い
て
は
各

稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
58
】

參
同
契
爲
艱
深（

１
）之
詞
、
使
人
難
曉
。
其
中
有
「
千
周
萬
遍
」
之

説（
２
）、
欲
人
之
熟
讀
以
得
之
也
。
大
概（

校
１
）（
３
）
其
説
以
爲
欲
明
言
之
、

恐
泄
天
機
、
欲
不
説
來
、
又
却
可
惜
。﹇
人
傑
﹈

（
４
）

（
校
1
）「
概
」、
朝
鮮
整
版
、
楠
本
本
、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
、

人
吉
本
は
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

『
參
同
契
』
は
難
し
く
深
い
言
葉
で
あ
り
、
理
解
し
難
い
も
の

で
あ
る
。
そ
の
「
千
周
」「
万
遍
」
の
表
現
は
、
人
に
そ
れ
を

熟
読
さ
せ
る
こ
と
で
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
お
お

よ
そ
、
そ
の
説
は
、
思
う
に
、
明
ら
か
に
述
べ
よ
う
と
す
る
と
、

奥
深
い
所
を
う
っ
か
り
と
明
か
し
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
、
説

き
出
そ
う
と
は
し
て
い
な
い
の
だ
、何
と
残
念
な
こ
と
か
。（
万

人
傑
）

〔
注
〕

(47)



山田  俊：『朱子語類』巻第一百二十五「老氏[莊子附]」訳注（五） 153

（
1
）「
艱
深
」
：
「
難
解
で
深
妙
」
の
意
。『
語
類
』
に
は
「
問
、

良
、易
直
之
義
。
曰
、平
易
坦
直
、無
許
多
艱
深
纖
巧
也
」

（『
語
類
』
巻
二
十
二 p.5

0
9

）
等
と
見
ら
れ
る
。

（
2
）「
千
周
萬
遍
」
：
第
四
稿
【
57
】
條
注
（
4
）
を
参
照
。

（
3
）「
大
概
」
：
「
お
お
よ
そ
」
の
意
。
第
一
稿
【
8
】
條
注

（
3
）
を
参
照
。

（
4
）「
人
傑
」
：
萬
人
傑
。
第
二
稿
【
22
】
條
注
（
4
）
を
参
照
。

論
修
養

【
59
】

人
言
仙
人
不
死
。
不
是
不
死
、
但
只
是（

１
）漸
漸
銷
融（

２
）了
、
不
覺
耳
。

蓋
他
能
煉
其
形
氣
、
使
渣（

校
１
）滓（
３
）都
銷
融
了
、
唯
有
那
些
清
虚
之
氣
、

故
能
升
騰
變（

校
２
）化
。
漢
書
有
云
「
學
神
仙
尸
解
銷
化
之
術
」（

４
）。
看

得
來
也
是
好
則
劇（

５
）、
然
久
後
亦
須
散
了
。
且
如
秦
漢
間
所
説
仙

人
、
後
來
都
不
見
了
、
國（

校
３
）初
説
鍾
離
權
、
呂
洞
賓
之
屬（

校
４
）（
６
）
、
後
來

亦
不
見
了
。
近
來
人
又
説
劉
高
尚（

７
）、
過
幾
時
也
則
休
也
。﹇
廣（

８
）﹈

（
校
1
）「
渣
」、
朝
鮮
整
版
、
楠
本
本
、
和
刻
本
、
正
中
書
局
本
、

人
吉
本
は
「

」
に
作
る
。　
（
校
2
）「
變
」、和
刻
本
は
「
変
」

に
作
る
。　
（
校
3
）「
國
」、和
刻
本
は
「
国
」
に
作
る
。　
（
校

4
）「
屬
」、楠
本
本
、正
中
書
局
本
、和
刻
本
は
「
属
」
に
作
る
。

※
「
酒
井
」（p.4

2
2

）

〔
訳
〕

人
は
仙
人
は
不
死
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
不
死
な
の
で
は
な

く
、
た
だ
徐
々
に
溶
け
て
い
き
、
分
か
ら
な
く
な
る
に
過
ぎ
な

い
。
仙
人
は
そ
の
形
や
気
を
煉
養
し
て
余
計
な
（
形
気
の
）
糟か

す

を
全
部
溶
か
し
て
し
ま
い
、
た
だ
清
虚
の
気
の
み
を
残
す
、
だ

か
ら
、
飛
翔
し
た
り
変
化
し
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。

『
漢
書
』
に
「
神
仙
の
尸
解
銷
化
の
術
を
学
ぶ
」
と
有
る
。
見

た
所
、
と
て
も
面
白
く
は
あ
る
の
だ
が
、
彼
ら
も
暫
く
す
れ
ば

又
た
散
り
去
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
例
え
ば
、
秦
漢
の
頃
に
話
題

に
な
っ
た
仙
人
は
、
後
の
時
代
に
は
す
っ
か
り
姿
を
見
せ
な
く

な
っ
た
し
、
宋
初
に
鍾
離
権
・
呂
洞
賓
の
類
が
話
題
に
な
っ
た

が
、
そ
の
後
、
彼
ら
も
再
び
現
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
最
近

は
、
劉
高
尚
な
ど
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
少
し
過
ぎ
れ
ば
、

ま
た
話
題
と
な
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
。（
輔
広
）

〔
注
〕

（
1
）「
但
只
是
」
：
三
文
字
で
「
た
だ
」
の
意
と
解
し
た
。『
語

類
』
に
は
「
氣
、
只
是
一
箇
氣
。
便
浩
然
之
氣
、
也
只

是
這
箇
氣
、
但
只
是
以
道
義
充
養
起
來
」（『
語
類
』
巻

四
十
六
、p.1

1
7
2

）
等
、
こ
の
三
文
字
で
の
用
例
が
多

く
見
ら
れ
る
。

（
2
）「
銷
融
」
：
「
溶
け
て
無
く
な
る
」
の
意
。
宋
・
龔
明
之
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『
中
呉
紀
聞
』
巻
六
「
慈
受
禪
師
」
の
賛
に
「
醍
醐
與
毒

藥
、
萬
味
同
一
口
。
美
惡
盡
銷
融
、
是
故
名
慈
受
」（『
中

呉
紀
聞
』巻
六「
慈
受
禪
師
」。『
全
宋
筆
記
』第
三
編
七
、

p.2
7
2

。
大
象
出
版
社
、2

0
0
8

年
）
と
見
ら
れ
る
。

（
3
）「
渣
滓
」
：
「
滓
（
か
す
）」
の
意
。『
語
類
』
に
は
「
惟

天
運
轉
之
急
、
故
凝
結
得
許
多
渣
滓
在
中
間
。
地
者
、

氣
之
渣
滓
也
」（『
語
類
』
巻
一p.6

）
と
見
ら
れ
る
。

（
4
）「
尸
解
銷
化
」
：
「
尸
解
し
て
消
え
去
る
」
の
意
。「
尸

解
」
は
『
後
漢
書
』「
王
和
平
傳
」
に
「
北
海
王
和
平
、

性
好
道
術
、自
以
當
仙
。
濟
南
孫
邕
少
事
之
、從
至
京
師
。

會
和
平
病
歿
、
邕
因
葬
之
東
陶
。
有
書
百
餘
卷
、
藥
數

嚢
、
悉
以
送
之
。
後
弟
子
夏
榮
言
其
尸
解
、
邕
乃
恨
不

取
其
寶
書
仙
藥
焉
﹇
尸
解
者
、
言
將
登
仙
、
假
託
爲
尸

以
解
化
也
﹈」（『
後
漢
書
』
巻
八
十
二
下
「
方
術
列
傳
第

七
十
二
下　

王
和
平
傳
」p.2

7
5
1

）
と
見
ら
れ
、「
銷
化
」

は
『
漢
書
』「
郊
祀
志
上
」
に
「
自
齊
威
・
宣
時
、
騶
子

之
徒
論
著
終
始
五
徳
之
運
、
及
秦
帝
而
齊
人
奏
之
、
故

始
皇
采
用
之
。
而
宋
毌
忌
、
正
伯
僑
、
元
尚
、
羨
門
高
、

最
後
、
皆
燕
人
、
爲
方
僊
道
、
形
解
銷
化
、
依
於
鬼
神

之
事
」（『
漢
書
』巻
二
十
五
上「
郊
祀
志
第
五
上
」p.1

2
0
3

）

と
見
ら
れ
、
諸
注
は
「
服
虔
曰
、
尸
解
也
。
張
晏
曰
、

人
老
而
解
去
、故
骨
如
變
化
也
」（『
同
』p.1

2
0
4

）
と
し
、

服
虔
注
は
「
尸
解
」
と
理
解
し
、
張
晏
注
は
老
衰
に
伴

う
自
然
現
象
と
理
解
す
る
。

（
5
）「
則
劇
」
：
「
楽
し
む
、
お
も
ち
ゃ
」
等
の
意
。『
語
類
』

に
は
「
又
曰
、
某
今
見
得
這
物
事
了
、
覺
得
見
好
則
劇

相
似
」（『
語
類
』
巻
九
十
八p.2

5
1
3

）、「
而
今
這
裏
略

略
動
、這
三
箇
便
都
在
、子
細
看
來
、亦
好
則
劇
」（『
語
類
』

一
百
一
十
六p.2

7
9
7

）
等
、「
好
則
劇
」
と
し
て
見
ら
れ

る
。『
近
代
漢
語
大
詞
典
』
は
「
①
好
玩
的
東
西
、
②
嬉

劇
」
と
す
る
（p.2

3
2
7

）。

（
6
） 「
鍾
離
権
・
呂
洞
賓
」
：
何
れ
も
唐
代
の
仙
人
、
両
者
は

師
弟
の
関
係
に
有
る
。
尚
、
本
條
と
同
内
容
は
「
又
曰
、

氣
久
必
散
。
人
説
神
仙
、
一
代
説
一
項
。
漢
世
説
甚
安

期
生
、
至
唐
以
來
、
則
不
見
説
了
。
又
説
鍾
離
權
、
呂

洞
賓
、
而
今
又
不
見
説
了
。
看
得
來
、
他
也
只
是
養
得

分
外
壽
考
、
然
終
久
亦
散
了
」（『
語
類
』
巻
三p.4

4

）、

「
因
言
、
古
時
所
傳
安
期
生
之
徒
、
皆
是
有
之
。
也
是
被

他
煉
得
氣
清
、
皮
膚
之
内
、
肉
骨
皆
已
融
化
爲
氣
、
其

氣
又
極
其
輕
清
、
所
以
有
飛
昇
脱
化
之
説
。
然
久
之
漸

漸
消
磨
、
亦
澌
盡
了
。
渡
江
以
前
、
説
甚
呂
洞
賓
、
鍾

離
權
、
如
今
亦
不
見
了
」（『
語
類
』
巻
六
十
三p.1

5
4
5

）
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と
見
ら
れ
、
肉
・
骨
が
溶
け
て
気
と
な
り
、
飛
翔
が
可

能
と
な
る
と
朱
熹
が
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
7
）「
劉
高
尚
」
：
北
宋
末
か
ら
南
宋
に
か
け
て
の
濱
州
安
定

の
人
。
徽
宗
よ
り
「
高
尚
處
士
」
の
号
を
賜
っ
た
と
さ

れ
る
。
費
袞
『
梁
谿
漫
志
』
に
「
劉
高
尚
者
、
濵
州
安

定
人
。
家
世
爲
農
。
生
九
歳
不
茹
葷
、
後
稍
稍
不
語
。

問
以
事
則
書
而
對
、
其
語
初
若
不
可
曉
、
已
而
輙
驗
。

家
人
爲
築
別
室
以
居
。
久
之
、言
皆
響
應
、遠
近
以
爲
神
。

聲
聞
京
師
、徽
宗
三
使
往
聘
之
、辭
疾
不
奉
詔
。
宣
和
間
、

賜
號
高
尚
處
士
、
而
建
觀
以
居
。
其
徒
因
以
其
號
名
之
」

（
宋
元
筆
記
叢
書
『
梁
谿
漫
志
』
巻
九
「
劉
高
尚
事
」
上

海
古
籍
出
版
、1

9
8
5

年
。p.9

8
）
と
見
ら
れ
る
。

（
8
）「
廣
」
：
輔
広
。
第
一
稿
【
1
】
條
注
（
5
）
を
参
照
。

【
60
】

長
孺（

１
）説
修（

校
１
）養
般
運
事（

２
）。
曰（

校
２
）、「
只
是
屏
氣（

３
）減（
校
３
）息
、
思
慮
自
少
、

此
前
輩
之
論
也
。
今
之
人
傳
得
法
時
、
便（

校
４
）授
與
人
、
更（

校
５
）不
問
他

人
肥
與
痟（

４
）、
怯
與
壮
。
但
是
一
律
教
他（

校
６
）、
未
有
不
敗
、
不
成
病

痛
者
」。﹇

（
校
７
）﹈ 

（
校
1
）「
修
」、和
刻
本
は
「
脩
」
に
作
る
。　
　
（
校
2
）「
曰
」、

楠
本
本
は
「
先
生
曰
」
に
作
る
。　
（
校
3
）「
減
」、
楠
本
本
、

正
中
書
局
本
、
和
刻
本
、
人
吉
本
は
「
减
」
に
作
る
。　
（
校

4
）「
便
」、
朝
鮮
整
版
は
「

」
に
作
る
。　
（
校
5
）「
更
」、

朝
鮮
整
版
は「

」に
作
る
。　
（
校
6
）「
更
不
問
他
人
肥
與
痟
、

怯
與
壮
。
但
是
一
律
教
他
」、
楠
本
本
無
し
。　
（
校
7
）
朝
鮮

整
版
、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
、
人
吉
本
は
記
録
者
と
し
て

「

」
と
記
す
。
今
、
従
っ
て
補
う
。「

」：
蔡

、
字
は
行
夫
。

瑞
安
府
平
陽
県（
浙
江
省
）の
人
。『
師
事
』（p.1

2
8,p.2

0
3

）、『
補

遺
』
巻
六
十
九
（6

9/1
9
8/a

）。

※
「
酒
井
」（p.4

2
2

）

〔
訳
〕

楊
長
孺
が
修
養
の
「
般
運
」
の
こ
と
を
論
じ
た
。
朱
子
「
こ
れ

は
気
を
閉
ざ
し
呼
吸
を
減
ら
し
、
思
慮
を
自
然
と
少
な
く
す
る

こ
と
で
あ
り
、
先
人
が
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
今
の
人
は
教
え

を
伝
え
る
時
、人
に
す
ぐ
に
伝
授
す
る
も
の
の
、そ
の
人
が
太
っ

て
い
る
の
か
痩
せ
て
い
る
の
か
、
臆
病
者
な
の
か
勇
気
が
有
る

の
か
を
問
お
う
と
し
な
い
。
単
純
に
画
一
的
に
人
に
教
え
る
の

で
、
失
敗
し
な
い
者
は
な
く
、
病
苦
を
な
さ
な
い
者
は
い
な
い

の
だ
」。（
蔡

）

〔
注
〕

（
1
）「
長
孺
」
：
楊
長
孺
、
字
は
伯
子
・
伯
大
、
盧
陵
郡
吉
水

県
（
江
西
省
）
の
人
。『
師
事
』（p.2

5
3

）、『
補
遺
』
巻
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四
十
四
（4

4/1
1
7b

）。

（
2
）「
般
運
」
：
体
内
の
気
を
巡
ら
す
技
術
。
例
え
ば
、五
代
・

施
肩
吾
『
西
山
群
仙
會
眞
記
』
に
「
西
山
記
曰
、
華
佗

觀
五
禽
之
戲
而
作
導
引
。
以
爲
人
之
久
逸
、
而
炁
滯
血

凝
。
故
屈
體
勞
形
、使
榮
衞
通
暢
。
後
人
因
之
名
爲
般
運
、

欲
求
超
脱
、
誤
矣
」（『
西
山
群
仙
會
眞
記
』1/2b/5

）

と
見
ら
れ
、
金
代
一
二
二
九
年
の
序
の
有
る
唐
淳
『
黄

帝
陰
符
經
注
』
に
「
尾
閭
通
腦
後
脊
骨
腎
脉
之
間
、
上

行
夾
脊
・
雙
關
・
風
府
・
泥
丸
・
百
會
穴
、
明
堂
・
洞

房
・
鼻
柱
骨
、
流
入
丹
田
、
復
行
神
龜
尾
閭
、
流
而
不

絶
、血
化
爲
膏
。
此
是
神
仙
般
運
、精
氣
入
泥
丸
之
處
也
。

則
用
師
萬
倍
矣
」（
下/7b/9
）
と
見
ら
れ
る
。

（
3
）「
屏
氣
」
：
「
気
を
止
め
る
」
の
意
。『
論
語
』「
郷
黨
」

に
「
攝
齊
升
堂
、
鞠
躬
如
也
、
屏
氣
似
不
息
者
」（『
論

語
集
解
』
巻
十
九
「
郷
黨
」p.6

5
1

）
と
有
り
、
朱
熹
注

は
「
屏
、
藏
也
。
息
、
鼻
息
出
入
者
也
。
近
至
尊
、
氣

容
肅
也
」（『
四
書
章
句
集
注
』p.1

1
8

）
と
す
る
。

（
4
）「
痟
」
：
「
痩
せ
て
い
る
」
の
意
。『
法
苑
珠
林
』
に
「
即

與
天
后
持
百
味
食
、
盛
小
瓶
中
、
詣
王
舍
城
衖
邊
、
作

小
陋
屋
、
變
其
形
状
、
似
于
老
翁
、
身
體
痟
痩
、
僂
行

而
歩
」（『
法
苑
珠
林
』T

5
3,7

1
7a

）
と
見
ら
れ
る
。『
中

医
字
典
』（
河
南
科
学
技
術
出
版
社
、19

8
8

年
）
は
「
痟
」

を
「
消
痩
」
と
す
る
（p.5

7
3

）。

【
61
】

因
論
道
家
修
養
、
有
黙
坐
以
心
縮
上
氣
而
致
閉
死
者（

１
）。
曰（

校
１
）、「
心

縮
氣
亦
未
爲
是
。
某（

校
２
）嘗
考
究
他
妙
訣（

校
３
）、
只
要
神
形
全
不
撓
動（

２
）。

故
老
子
曰
、『
心
使
氣
則
強
』

（
３
）。
纔
使
氣
、
便（

校
４
）不
是
自
然
。
只
要

養
成
嬰
兒（

校
５
）、

如
身
在
這
裏
坐
而
外
面
行
者
是
嬰
兒（

校
５
）（
４
）。

但
無
工

夫
做
此
。
其
導
引
法
、
只
如（

５
）消
息（

６
）、
皆
是
下
策
」。﹇
淳
﹈

（
７
）

（
校
1
）「
曰
」、楠
本
本
は「
先
生
曰
」に
作
る
。　
（
校
2
）「
某
」、

楠
本
本
は「
某
等
」に
作
る
。　
（
校
3
）「
訣
」、楠
本
本
は「
法
」

に
作
る
。　
（
校
4
）「
便
」、朝
鮮
整
版
は「

」に
作
る
。　
（
校

5
）「
兒
」、
楠
本
本
は
「
児
」
に
作
る
。

※
「
酒
井
」（p.4

2
2

）

〔
訳
〕

道
家
の
修
養
で
、
黙
坐
し
て
心
が
縮
み
込
み
気
が
逆
上
す
る
こ

と
で
（
気
が
）
滞
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
者
が
い
る
こ
と
に
話
が

及
ん
だ
時
に
、
朱
子
「
心
が
縮
み
込
む
と
気
も
正
常
で
は
な
く

な
る
。
私
は
以
前
、
修
養
の
秘
訣
を
研
究
し
た
が
、
神こ

こ
ろ・
形
を

少
し
も
動
か
さ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
、
だ
か
ら
『
老

子
』
は
「
心
が
気
を
用
い
る
こ
と
を
『
強

む
り
じ
い』
と
す
る
」
と
言
っ
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て
い
る
の
だ
。
僅
か
で
も
気
を
使
え
ば
、
そ
れ
だ
け
で
自
然
で

は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
。
赤
子
を
養
成
す
る
こ

と
だ
け
を
求
め
る
と
は
、
肉
体
は
こ
こ
に
座
っ
て
い
な
が
ら
、

（
真
実
の
自
分
は
肉
体
の
）
外
側
を
動
い
て
い
る
、
そ
れ
を
赤

子
と
言
う
も
の
だ
。
し
か
し
、
努
力
し
て
こ
れ
を
や
ろ
う
と
は

し
な
い
。
道
家
の
導
引
の
法
は
単
に
（
気
を
）
増
減
さ
せ
る
だ

け
で
あ
っ
て
、そ
れ
は
全
く
レ
ベ
ル
の
低
い
方
法
で
あ
る
」。（
陳

淳
）

〔
注
〕

（
1
） 「
有
黙
坐
以
心
縮
上
氣
而
致
閉
死
者
」
：
「
黙
坐
」
に
就

い
て
は
、『
語
類
』
に
「
先
生
曰
、
只
爲
李
先
生
不
出
仕
、

做
得
此
工
夫
。
若
是
仕
宦
、
須
出
來
理
會
事
。
向
見
呉

公
濟
爲
此
學
、
時
方
授
徒
、
終
日
在
裏
黙
坐
。
諸
生
在

外
、
都
不
成
模
樣
。
蓋
一
向
如
此
不
得
」（『
語
類
』
巻

一
百
十
三p.2

7
4
1

）
と
見
ら
れ
、
外
界
と
の
交
渉
を
絶

つ
こ
と
で
始
め
て
達
成
し
得
る
様
な
「
黙
坐
」、
呉
公
濟

が
そ
れ
の
み
を
弟
子
達
に
強
要
し
て
失
敗
し
た
様
な「
黙

坐
」
に
対
し
て
朱
熹
が
批
判
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

本
條
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
道
家
修
養
」
と
し
て
の
「
黙

坐
」
に
は
こ
う
し
た
意
味
合
い
が
伴
い
、
そ
の
結
果
と

し
て
の
「
閉
死
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
朱
熹
が
肯
定
す
る

「
坐
」は
、「
或
問
、不
拘
靜
坐
與
應
事
、皆
要
專
一
否
。
曰
、

靜
坐
非
是
要
如
坐
禪
入
定
、
斷
絶
思
慮
。
只
収
斂
此
心
、

莫
令
走
作
、
閑
思
慮
、
則
此
心
湛
然
無
事
、
自
然
專
一
。

及
其
有
事
、則
隨
事
而
應
、事
已
、則
復
湛
然
矣
」（『
語
類
』

巻
十
二p.2

1
7

）
と
、「
坐
」
に
は
「
閑
思
慮
」
と
同
時

に
「
隨
事
而
應
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
道
教
文
献
自
体
に
見
ら

れ
る
「
黙
坐
」
の
語
に
は
朱
熹
が
述
べ
る
様
な
否
定
的

ニ
ュ
ア
ン
ス
は
見
ら
れ
な
い
。
道
教
文
献
に
見
ら
れ
る

「
黙
坐
」
の
語
は
、
例
え
ば
元
末
明
初
頃
の
撰
と
さ
れ
る

『
法
海
遺
珠
』
の
「
凡
書
一
十
五
符
、
須
燈
心
黙
坐
、
握

固
凝
神
、
念
天
尊
睿
號
。
不
計
遍
數
、
存
天
尊
自
巽
戸

下
降
心
」（『
法
海
遺
珠
』1/2b/4

）
の
様
な
存
思
を
意

味
す
る
も
の
や
、
唐
の
『
太
上
大
道
玉
清
經
』
の
「
爾

時
大
衆
、黙
坐
百
劫
、寂
然
不
動
」（『
太
上
大
道
玉
清
經
』

6/9a/5

）
の
様
に
、
仏
典
の
表
現
を
借
り
た
、
沈
黙
の
ま

ま
に
坐
す
と
い
う
も
の
が
多
い
。
尚
、
朱
熹
の
「
靜
坐
・

黙
坐
」
に
対
す
る
見
解
に
就
い
て
は
、
吾
妻
重
二
『
朱

子
学
の
新
研
究
』「
第
二
部
第
三
篇
第
四
章　

静
坐
と
は

何
か
」（p.4

1
6

〜
。
創
文
社
、20

0
4

年
）、中
嶋
隆
藏
「
朱

子
の
『
静
坐
』
観
と
そ
の
周
辺
」（『
東
洋
古
典
學
研
究
』
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第2
5

集
、2

0
0
8

年
）、
牛
尾
弘
孝
「
朱
子
学
に
お
け
る

『
静
坐
・
居
敬
』
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
国
哲
学
論

集
』
第
三
十
四
集
、20

0
8

年
）
等
を
参
照
。
又
、「
上
氣
」

は
「
気
が
逆
上
す
る
」
こ
と
と
解
し
た
。「
若
食
生
魚
生

菜
肥
肉
及
喜
哀
憂
恚
不
除
而
以
行
氣
、
令
人
發
上
氣
」

（『
雲
笈
七
籤
』
巻
三
十
二
「
服
氣
療
病
」3

2/1
7b/8

）、

「
若
食
生
冷
五
辛
魚
肉
及
喜
怒
憂
恚
而
引
氣
者
、
非
止
無

益
、
更
増
氣
病
、
上
氣
放
逆
也
」（『
同
』
巻
三
十
三
「
行

氣
」3

3/1
0a/3

）
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
で
は
、
食
事
の

不
摂
生
と
感
情
に
よ
り
気
が
逆
上
す
る
こ
と
を
「
上
氣
」

と
し
て
い
る
。
又
、「
閉
死
」
に
就
い
て
は
、
例
え
ば
、

北
宋
の
曹
道
沖
の
『
道
徳
經
』
注
に
「
衆
人
求
物
於
外
、

我
獨
食
氣
於
内
。
氣
爲
母
、
神
爲
子
。
神
不
離
氣
、
氣

不
離
形
、
子
母
相
隨
。
綿
綿
上
下
、
久
而
自
定
。
閑
之

非
也
。此
簡
易
攝
生
之
要
也
」（
第
二
十
章「
我
獨
異
於
人
、

而
貴
求
食
于
母
」。
彭
耜
『
道
徳
眞
經
集
註
』5/2

2a/1
0

）

と
見
ら
れ
、
自
然
と
「
氣
」
が
安
定
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
殊
更
に
「
氣
」
を
「
閑し
ず

か
に
す
る
」
こ
と
は

誤
り
で
あ
る
と
さ
れ
、
又
、
同
人
の
「
大
道
歌
」
に
も
、

「
莫
將
閉
息
爲
眞
務
、
數
息
按
圖
倶
未
是
」（『
群
仙
要
語

纂
集
』
卷
下
「
文
逸
曹
仙
姑
大
道
歌
」
下/5a/8

）
と
、「
息

を
閉
ざ
す
」
こ
と
は
真
実
の
修
道
で
は
無
い
と
さ
れ
て

い
る
。曹
道
沖
の
こ
れ
ら
の
発
言
は
、当
時
の
一
部
の「
方

術
者
」
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ

う
し
た
「
術
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
2
）「
撓
動
」：「
騒
ぐ
、落
ち
着
か
な
い
」の
意
。『
莊
子
』「
天

道
篇
」に「
萬
物
無
足
以
鐃
心
者
、故
靜
也
」（『
莊
子
集
解
』

「
天
道
篇
」p.1

1
3

）
と
有
り
、
南
宋
・
林
希
逸
は
「
萬

物
不
足
以
撓
動
其
心
、故
不
求
靜
而
自
靜
也
。鐃
與
撓
同
」

（『
莊
子

齋
口
義
校
注
』
中
華
書
局
、1

9
9
7

年p.2
0
9

）

と
す
る
。

（
3
）「
心
使
氣
則
強
」
：
「
知
和
曰
常
、
知
常
曰
明
、
益
生
曰

祥
、
心
使
氣
曰
強
」（『
老
子
』
第
五
十
五
章
）。

（
4
）「
只
要
養
成
嬰
兒
〜
」
：
『
老
子
』「
載
營
魄
抱
一
、
能

無
離
乎
。
專
氣
致
柔
、
能
嬰
兒
乎
」（『
老
子
』
第
十
章
）

を
理
論
的
根
拠
と
し
て
、
体
内
で
養
っ
た
「
嬰
兒
」
を

肉
体
か
ら
脱
出
さ
せ
る
こ
と
を
修
養
の
最
終
段
階
と
す

る
こ
と
は
多
く
の
道
家
道
教
文
献
に
見
ら
れ
、『
語
類
』

も
「
與
道
家
所
謂
養
成
箇
嬰
兒
在
内
相
似
」（『
語
類
』

巻
九
十
七p.2

4
8
9

）
と
述
べ
、
南
宋
・
林
希
逸
は
『
莊

子
』「
在
宥
」
の
「
汝
神
將
守
形
、
形
乃
長
生
」（『
莊
子

集
解
』「
在
宥
」p.9

4

）
に
対
し
て
、「
神
守
其
形
、
則

(53)
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可
以
長
生
、此
神
字
、今
修
養
家
所
謂
嬰
兒
、是
也
」（『
莊

子

齋
口
義
校
注
』p.1

7
0

）
と
注
を
付
し
て
い
る
。「
外

面
行
者
是
嬰
兒
」
は
、
体
内
で
養
っ
た
「
嬰
兒
」
を
錬

丹
の
最
終
段
階
で
体
外
へ
と
脱
出
さ
せ
る
、所
謂「
脱
胎
」

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。『
紫
陽
眞
人
悟
眞
篇
三
註
』
の
陳

致
虚
注
に「
是
以
五
行
分
而
名
眞
道
、五
行
合
而
生
一
氣
、

一
氣
結
而
爲
嬰
兒
、
嬰
兒
出
而
成
眞
人
矣
」（『
紫
陽
眞

人
悟
眞
篇
三
註
』2/1

8b/9

）
と
見
ら
れ
、
宋
以
前
の
内

丹
文
献
を
収
録
す
る
『
道
樞
』
に
は
「
内
丹
者
、
三
年

而
成
。
…
此
三
年
所
以
成
大
丹
也
。
聖
胎
既
就
、
於
是

有
躐
歩
之
法
。
想
其
嬰
兒
既
出
、
以
日
計
月
、
其
行
歩

日
倍
之
、
自
十
歩
、
二
十
歩
、
以
至
百
歩
、
三
之
日
可

行
千
里
焉
」（『
道
樞
』2

7/1
1a/5

）
と
見
ら
れ
、
体
外
へ

と
抜
け
出
た
「
嬰
兒
」
の
歩
く
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
5
）「
只
如
」
：
『
中
国
語
史
通
考
』
は
『
祖
堂
集
』
の
用

例
に
言
及
し
、「
只
如
」
は
「
例
と
し
て
と
り
あ
げ
た

り
、
論
及
し
た
り
す
る
機
能
が
あ
る
」（p.2

0
4

）
と
す

る
。
但
し
、『
祖
堂
集
』
の
場
合
は
句
の
冒
頭
に
冠
す
る

こ
と
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
発
語
辞
の
様
で
あ
る
と
す
る

（p.2
0
5

）。

（
6
）「
消
息
」
：
「
生
滅
、増
減
す
る
」
の
意
。『
周
易
』
に
「
君

子
尚
消
息
盈
虚
、
天
行
也
」（『
周
易
』「
剥
卦
」p.3

3
2

）、

「
天
地
盈
虚
、
與
時
消
息
」（『
同
』「
豊
卦
」p.4

9
2

）
と

見
ら
れ
る
。

（
7
）「
淳
」
：
陳
淳
。
第
一
稿
【
11
】
條
注
（
4
）
を
参
照
。

【
62
】

「
陰
符
經
、
恐
皆（

校
１
）唐
李
筌（

校
２
）所
爲（

１
）、
是
他
著（

校
３
）意（
２
）去
做
、
學
他
古

人（
校
４
）。
何
故
只
因
他
説
起
、
便（

校
５
）行
於
世
。
某
向
以
語
伯
恭（

３
）、
伯

恭（
校
６
）亦
以
爲
然
。
一
如
麻
衣
易
、
只
是
戴
氏（

４
）自
做
自
解
、
文
字

自
可
認
」。
道
夫（

校
７
）（
５
）
曰
、「
向
見
南
軒
跋
云（

６
）、『
此
眞
麻
衣
道
者
書

也
』」。
曰
、「
敬
夫
看
文
字
甚
疏（

校
８
）」。﹇
道
夫
﹈

（
校
1
）「
皆
」、
朝
鮮
整
版
、
楠
本
本
、
和
刻
本
、
正
中
書
局
本
、

人
吉
本
は「
是
」に
作
る
。　
（
校
2
）「
筌
」、楠
本
本
、和
刻
本
、

正
中
書
局
本
、
人
吉
本
は
「
佺
」
に
作
る
。　
（
校
3
）「
著
」、

楠
本
本
、
和
刻
本
、
中
正
書
局
本
、
人
吉
本
は
「
着
」
に
作
る
。

　
（
校
4
）「
人
」、
朝
鮮
整
版
、
楠
本
本
、
和
刻
本
、
正
中
書

局
本
、
人
吉
本
は
「
文
」
に
作
る
。　
（
校
5
）「
便
」、
朝
鮮

整
版
は
「

」
に
作
る
。　
（
校
6
）「
伯
恭
」、
楠
本
本
無
し
。

　
（
校
7
）「
夫
」、楠
本
本
は
「
天
」
に
作
る
。　
（
校
8
）「
疏
」、

朝
鮮
整
版
、楠
本
本
、正
中
書
局
本
、和
刻
本
、人
吉
本
は
「
踈
」

に
作
る
。
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〔
訳
〕

「『
陰
符
經
』
は
、
恐
ら
く
は
全
て
唐
の
李
筌
が
撰
述
し
た
も
の

で
、
彼
が
意
を
注
い
で
撰
し
、
古
人
の
文
に
倣
っ
て
書
い
た
も

の
だ
。
何
故
、
彼
が
説
き
始
め
た
も
の
が
世
に
行
わ
れ
る
様
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
以
前
、
呂
伯
恭
に
語
っ
た
こ
と
が

有
る
が
、伯
恭
も
同
様
に
思
っ
て
い
た
。
丁
度
『
麻
衣
易
』
が
、

実
は
戴
氏
が
自
ら
撰
し
自
ら
解
釈
し
た
に
過
ぎ
な
い
様
な
も
の

で
、
そ
れ
は
文
章
を
見
れ
ば
自
ず
と
分
か
る
の
だ
」。
楊
道
夫

「
以
前
、
張
南
軒
の
跋
が
『
此
れ
は
ま
さ
し
く
麻
衣
道
者
の
書

だ
』
と
言
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
有
り
ま
す
」。
朱
子
「
張

敬
夫
は
文
章
を
見
る
の
が
非
常
に
雑
だ
」。（
楊
道
夫
）

〔
注
〕

（
1
）「
李
筌
所
爲
」
：
「
李
筌
」
は
唐
代
の
兵
学
者
と
さ
れ
、

杜
光
庭
編
と
さ
れ
る
『
神
仙
感
遇
傳
』
に
は
「
李
筌
、

號
達
觀
子
。
居
少
室
山
、
好
神
仙
之
道
。
常
歴
名
山
、

博
採
方
術
。
至
嵩
山
虎
口
巖
、
得
黄
帝
陰
符
經
本
。
絹

素
書
、
朱
漆
軸
、
緘
以
玉
匣
﹇
出
神
仙
感
遇
傳
﹈」（『
太

平
廣
記
』
巻
十
四
「
李
筌
」p.1

0
2

）
と
、
李
筌
が
『
黄

帝
陰
符
經
』
を
入
手
し
た
と
有
る
。『
道
藏
』
所
収
『
黄

帝
陰
符
經
集
註
』
に
は
李
筌
の
注
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
李
筌
注
と
さ
れ
る
『
道
藏
』
所
収
『
黄
帝
陰
符

經
疏
』
は
、
任
繼
愈
主
編
、
鐘
肇
鵬
副
主
編
『
道
藏
提

要
（
修
訂
本
）』（
中
國
社
会
科
學
出
版
社
、1

9
9
5

年
。

p.8
5

）、K
ristofer Schipper,Franciscus Verellen

『The 
Taoist Canon,AH

istorical Com
panion to the D

aoZang

道
藏
通
考
』（The U

nversity of C
hicago press,2

0
0
4.

p.6
9
1

）、
松
本
浩
一
「
陰
符
経
の
諸
注
に
つ
い
て
の
諸

問
題
」（『
ア
ジ
ア
諸
民
族
に
お
け
る
社
会
と
文
化
―
岡

本
敬
二
先
生
退
官
記
念
論
集
』
所
収
。
国
書
刊
行
会
、

1
9
8
4

年
）
等
が
指
摘
す
る
様
に
、
事
実
上
十
一
世
紀
の

袁
淑
眞
の
注
釈
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
宮
川
尚
志

「
陰
符
經
の
一
考
察
」（『
東
方
宗
教
』
第
六
十
三
号
所
収
、

1
9
8
0

年
）、
同
「
陰
符
経
研
究
序
説
」（『
牧
尾
良
海
博

士
頌
壽
記
念
論
集　

中
国
の
宗
教
・
思
想
と
科
学
』所
収
。

国
書
刊
行
会
、1

9
8
4

年
）、
末
木
恭
彦
「
朱
熹
と
道
教

を
め
ぐ
る
一
側
面
―
『
陰
符
經
考
異
』
考
―
（『
東
方
學
』

第
六
十
輯
、1

9
8
0

年
）
等
を
参
照
。

（
2
）「
著
意
」
：
「
専
心
に
、
意
を
注
い
で
」
の
意
。『
語
類
』

に
は
「
讀
書
着
意
玩
味
、
方
見
得
義
理
從
文
字
中
迸

出
」（『
語
類
』
巻
十p.1

7
3

）
と
見
ら
れ
、『
語
類
巻
十

〜
十
一
』
は
「
精
神
を
一
所
に
集
中
、
安
定
さ
せ
る
こ

と
」（p.1

0
9

）と
す
る
。『
近
代
漢
語
大
詞
典
』は「
着
意
」

(55)
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で
「
用
心
、
專
心
一
意
」（p.2

4
5
4

）
と
す
る
。

（
3
）「
伯
恭
」
：
呂
祖
謙
、
字
は
伯
恭
、
金
華
（
浙
江
省
）
の

人
。『
學
案
』
巻
五
十
一(p.1

6
5
2)

。

（
4
）「
戴
氏
」
：
南
康
の
戴
紹
韓
。『
語
録
』
に
は
「
外
更
有

戴
主
簿
傳
得
麻
衣
易
、
乃
是
戴
公
僞
爲
之
。
蓋
嘗
到
其

家
、
見
其
所
作
底
文
、
其
體
皆
相
同
。
南
軒
及
李
侍
郎

被
他
瞞
、
遂
爲
之
跋
。
某
嘗
作
一
文
字
辯
之
矣
」（『
語

類
』
巻
六
十
七p.1

6
7
8

）、「
麻
衣
易
正
是
南
康
戴
紹
韓

所
作
。
昨
在
南
康
、
觀
其
言
論
、
皆
本
於
此
。
及
一
訪

之
、
見
其
著
述
大
率
多
類
麻
衣
文
體
」（『
語
類
』
巻

一
百
三
十
七p.3

2
6
9

）
等
と
見
ら
れ
、
朱
熹
が
「
麻
衣

易
」
を
戴
紹
韓
の
偽
作
と
見
做
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
尚
、『
宋
史
』「
藝
文
志
」
に
は
「
麻
衣
道
者
、
正

易
心
法
一
卷
」（『
宋
史
』巻
二
百
二「
藝
文
志
一　

易
類
」

p.5
0
4
0

）
と
有
る
。

（
5
）「
道
夫
」
：
楊
道
夫
、
字
は
仲
思
、
建
寧
府
浦
城
県
（
福

建
省
）
の
人
。『
師
事
』（p.1

2
4

）、『
學
案
』
巻
六
十
九

（p.2
3
1
7

）。

（
6
）「
南
軒
跋
云
」
：
張
栻
（1

1
3
3

〜1
1
8
0

）、
字
は
欽
夫
、

後
に
敬
夫
、
号
は
南
軒
。
漢
州
綿
竹
（
四
川
省
）
の
人
。

『
學
案
』
巻
五
〇
（p.1

6
0
9

）。
朱
熹
の
「
書
麻
衣
心
易

後
」
は
「
要
必
近
年
術
數
末
流
、
道
聽
塗
説
、
掇
拾
老

佛
醫
卜
諸
説
之
陋
者
、
以
成
其
書
。
而
其
所
以
託
名
於

此
人
者
、
則
以
近
世
言
象
數
者
必
宗
邵
氏
、
而
邵
氏
之

學
出
於
希
夷
、
於
是
又
求
希
夷
之
所
敬
、
得
所
謂
麻
衣

者
而
託
之
」（『
文
集
』「
書
麻
衣
心
易
後
」8

1/1
2b

）
と
、

「
麻
衣
易
」
は
近
世
の
象
数
易
を
標
榜
す
る
者
達
が
希
夷

の
名
を
騙
っ
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
。「
再
跋
麻
衣
易
説

後
」（『
同
』8

1/1
3a

）
も
参
照
。
馬
端
臨
『
文
獻
通
考
』

巻
一
百
七
十
六
「
經
籍
考
三　

經
・
易
」
は
、「
麻
衣
道

者
正
易
心
法
一
卷
」
に
関
し
て
張
栻
の
「
南
軒
張
氏
曰
、

嗚
呼
、
此
眞
麻
衣
道
者
之
書
也
〜
」（1

7
6/2

2a

）
な
る

発
言
を
収
録
し
、
張
栻
が
「
麻
衣
心
易
」
を
麻
衣
道
者

の
真
説
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
尚
、「
麻
衣

道
者
」
及
び
、
張
栻
と
の
間
の
上
記
書
簡
に
就
い
て
は
、

竺
沙
雅
章
「
陳
摶
と
麻
衣
道
者
―
「
若
水
見
僧
」
逸
話

を
め
ぐ
っ
て
―
」（
秋
月
觀
暎
編
『
道
教
と
宗
教
文
化
』

所
収
。
平
河
出
版
社
、1

9
8
7

年
）
を
参
照
。

【
63
】

閭
丘
主
簿（

１
）進
黄
帝
陰
符
經
傳
。
先
生
説
、「
握
奇
經（

２
）等
文
字
、

恐
非
黄
帝
作（

３
）﹇
池
本
作
、「
因
閭
丘
問
握
奇
經
、
引
程
子
説
、

(56)
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先
生
曰
云
云（

４
）」﹈、
唐
李
筌
爲
之
。
聖
賢
言
語
自
平
正（

５
）、
都
無
許

多
嶢
崎（

６
）」﹇
池
本
此
下
云
、「
又
詩
序
是
衞
宏
作（

７
）、
好
事
者
附
會
、

以
爲
出（

校
１
）聖
人
。
其
詩
章
多
是（

８
）牽
合
、
須
細
考
可
也
」﹈。
因
擧

遺
書
云
、「
前
輩
説
處
或
有
未
到
﹇
池
本
作
「
有
到
、
有
不
到

處
」﹈、
不
可
一

定
。
横
渠
尋
常
有
太
深
言
語
、
如
言
『
鬼
神
二

氣
之
良
能
』

（
９
）、
説
得
好
。
伊
川
言
『
鬼
神
造
化
之
迹
』）

10
（

、
却
未
甚

明
白
」。
問
良
能

）
11
（

之
義
。
曰
、「
只
是
二
氣
之
自
然
者
耳
」。
因

擧
「
明
則
有
禮
樂（

校
２
）、

幽
則
有
鬼
神
」）

12
（

。「
鬼
自
是
屬（

校
３
）禮

、
從
陰
。

神
自
是
屬（

校
３
）樂（
校
２
）、
從
陽（

校
４
）﹇
池
本
云
、「『
鬼
神
即
禮（

校
５
）樂（
校
６
）』」。
又
云

『
前
輩
之
説
如
此
。
當
知
幽
與
明
之
實
如
何
。
鬼
自
從
陰
、
屬（

校
３
）

禮（
校
５
）。
神
自
從
陽
、
屬（

校
３
）樂（
校
６
）』。
因
擧
『
樂（

校
６
）者
敦
和
、
率
神
而
從
天
。

禮（
校
７
）者
別
宜（

校
８
）、
歸
鬼
而
從
地
』

）
13
（

云
云
」﹈。
易
言
『
精
氣
爲
物
、

游
魂（

校
９
）爲
變

）
10

（
校

』
）
14
（
、
此
却
是
知
鬼
神
之
情
状
。『
魂（

校
９
）氣
升
於
天
、
體

魄
）
11

（
校

歸
於

）
12

（
校

地
）
15
（

』、
是
神
氣
上
升
、
鬼
魄

）
13

（
校

下
降
。
不
特
人
也
、
凡

物
之
枯
敗
也
、
其
香
氣
騰
於
上
、
其
物
腐
於
下
、
此
可
類
推
」。

﹇
寓

）
14

（
校

﹈

（
校
1
）「
出
」、朝
鮮
整
版
、正
中
書
局
本
、人
吉
本
は
「
出
於
」

に
作
る
。　
（
校
2
）「
樂
」、和
刻
本
は
「
楽
」
に
作
る
。　
（
校

3
）「
屬
」、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
は
「
属
」
に
作
る
。　
（
校

4
）「
從
陽
」、
朝
鮮
整
版
、
和
刻
本
、
正
中
書
局
本
、
人
吉
本

は
こ
の
後
に「
易
言
精
氣
」の
四
文
字
が
有
る
。　
（
校
5
）「
禮
」、

和
刻
本
、
正
中
書
局
本
は
「
礼
」
に
作
る
。　
（
校
6
）「
樂
」、

和
刻
本
、正
中
書
局
本
は
「
楽
」
に
つ
く
る
。　
（
校
7
）「
禮
」、

正
中
書
局
本
は
「
礼
」
に
作
り
、
和
刻
本
は
「
神
」
に
作
る
。

　
（
校
8
）「
宜
」、正
中
書
局
本
、和
刻
本
は「
冝
」に
作
る
。（
校

9
）「
魂
」、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。　
（
校

10
）「
變
」、
和
刻
本
は
「
変
」
に
作
る
。　
　
（
校
11
）「
魄
」、

人
吉
本
は
「

」
に
作
る
。　
（
校
12
）「
於
」、和
刻
本
は
「
于
」

に
作
る
。　
（
校
13
）「
魄
」、
正
中
書
局
本
、
人
吉
本
は
「

」

に
作
る
。　
（
校
14
）
底
本
は
記
録
者
を
記
載
し
な
い
が
、
朝

鮮
整
版
、
和
刻
本
、
正
中
書
局
本
、
人
吉
本
は
「
寓
」
と
記
す
。

宋
・
朱
鑑
『
文
公
易
説
』
は
「
易
言
、
精
氣
爲
物
、
游

爲
變
。

此
却
知
鬼
神
之
情
状
。

氣
升
於
天
、
體
魄
歸
於
地
、
是
神
氣

上
升
、
鬼
魄
下
降
。
不
特
人
也
、
凡
物
之
枯
敗
、
其
香
氣
騰
上
、

物
則
腐
於
下
、推
此
可
見
（
徐
寓
録
）」（『
四
庫
全
書
』
版
『
文

公
易
説
』
巻
十
「
繋
辭
上
傳
」）
と
、「
徐
寓
」
を
記
録
者
と
す
る
。

今
従
い
補
う
。
徐
寓
、
字
は
居
父
、
瑞
安
府
永
嘉
県
（
浙
江
省
）

の
人
。『
師
事
』（p.1

6
3

）、『
學
案
』
巻
六
十
九
（p.2

3
1
1

）。

※　

楠
本
本
は
本
條
無
し
。

〔
訳
〕

主
簿
の
閭
丘
が「
黄
帝
陰
符
經
傳
」を
進
め
た
。朱
子「『
握
奇
經
』

等
の
文
は
、
恐
ら
く
は
黄
帝
の
作
で
は
な
く
﹇
池
本
は
「
閭
丘

(57)
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が
『
握
奇
經
』
に
つ
い
て
質
問
し
た
つ
い
で
に
、
程
子
の
説
を

引
用
し
た
、
先
生
は
云
云
」
と
す
る
﹈、
唐
の
李
筌
が
撰
述
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。聖
人
賢
者
の
言
語
は
自
ず
と
正
し
く
整
い
、

分
け
の
分
か
ら
な
い
個
所
は
決
し
て
多
く
は
な
い
の
だ
」﹇
池

本
は
こ
の
下
に
「
又
、
詩
序
は
衛
宏
の
作
で
、
好
事
者
が
附
会

し
て
、
聖
人
の
手
に
な
っ
た
も
の
と
し
た
の
だ
。
そ
の
詩
や
文

章
は
全
て
あ
ち
こ
ち
か
ら
持
っ
て
き
て
合
わ
せ
た
も
の
で
、
仔

細
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
る
﹈。
そ
こ
で
、
先
人
の
言

説
を
採
り
上
げ
な
が
ら
「
先
輩
方
の
説
に
は
時
と
し
て
不
十
分

な
個
所
が
有
り
﹇
池
本
は
「
十
分
な
個
所
も
あ
り
、
不
十
分
な

個
所
も
有
る
」
と
す
る
﹈、
一
概
に
定
論
と
す
べ
き
で
は
な
い
。

張
横
渠
は
日
頃
か
ら
非
常
に
深
い
表
現
を
し
、
例
え
ば
、『
鬼

神
は
二
気
の
良
能
』
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
非
常
に
好
く

説
い
て
い
る
。
伊
川
が
『
鬼
神
は
造
化
の
迹
だ
』
と
言
っ
て
い

る
の
は
、
逆
に
あ
ま
り
明
白
で
は
な
い
」。「
良
能
」
の
意
味
に

つ
い
て
の
質
問
。
朱
子
「
単
に
二
気
の
自
然
な
る
も
の
で
し
か

な
い
」。
そ
し
て
、（『
禮
記
』「
樂
記
」
の
）「
明
で
あ
れ
ば
礼

楽
が
有
り
、
幽
で
あ
れ
ば
鬼
神
が
有
る
」
を
示
し
、「
鬼
は
礼

に
属
し
陰
に
属
す
。
神
は
楽
に
属
し
陽
に
属
す
の
だ
﹇
池
本
は

「『
鬼
神
は
即
ち
礼
楽
で
あ
る
』」
と
す
る
。
又
「『
先
輩
は
こ
の

様
に
説
い
て
い
る
。
幽
と
明
の
実
体
が
ど
の
様
で
あ
る
か
が
分

か
る
で
あ
ろ
う
。
鬼
は
陰
に
従
い
礼
に
属
す
。
神
は
陽
に
従
い

楽
に
属
す
』
と
述
べ
た
。
そ
し
て
『
音
楽
は
和
合
の
力
に
富
み
、

神
気
に
従
い
天
の
徳
に
従
う
の
だ
。
礼
は
秩
序
を
維
持
し
、
鬼

に
帰
り
、地
に
従
う
の
だ
』
を
挙
げ
て
云
云
」
と
す
る
﹈。『
易
』

は
『
精
気
は
物
と
な
り
、
游
魂
は
変
化
す
る
』
と
言
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
鬼
神
の
実
体
が
分
か
っ
て
い
る
の
だ
。『
魂
気
は

天
に
昇
り
、
体
魄
は
地
に
帰
る
』
と
は
、
神
気
は
上
升
し
、
鬼

魄
は
下
降
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
人
に
限
ら
れ
ず
、
万
物
は
枯

れ
果
て
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
香
気
は
上
昇
し
、
そ
の
物
は
腐
敗

し
て
下
る
、
こ
れ
は
類
推
す
る
こ
と
が
出
来
る
」。（
徐
寓
）

〔
注
〕

（
1
）「
閭
丘
主
簿
」
：
本
巻
【
64
】
條
に
見
ら
れ
る
閭
丘
、
字

は
次
孟
、名
は
未
詳
。朱
熹
の
知
漳
時
期
の
弟
子
。『
語
類
』

巻
十
二
に
名
が
見
ら
れ
る
。『
師
事
』（p.4

1

）。
又
、『
文

集
』
巻
八
十
二
に
紹
熙
庚
戌
（1

1
9
0

年
）
五
月
二
十
九

日
付
の
「
跋
閭
丘
生
陰
符
經
説
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る

（8
2/1

9b

）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
閭
丘
に
は
自
作
の
「
陰

符
經
説
」
が
有
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
條
冒
頭
に
見

ら
れ
る
「
陰
符
經
傳
」
は
或
い
は
「
陰
符
經
説
」
か
。

（
2
）「
握
奇
經
」
：
『
四
庫
提
要
』
巻
九
十
九
「
子
部
九　

兵

家
類
」
に
依
れ
ば
、『
握
機
經
』、『
幄
機
經
』
と
も
言
う
、
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一
巻
。
黄
帝
の
家
臣
と
さ
れ
る
風
后
が
撰
述
し
、
漢
の

丞
相
・
公
孫
宏
が
解
説
を
つ
け
、
晋
の
西
平
太
守
・
馬

隆
が
賛
辞
を
付
け
た
と
さ
れ
る
が
、
後
世
の
仮
託
に
過

ぎ
ず
、現
行
本
は
唐
以
降
の
好
事
家
の
撰
で
、『
宋
書
』「
藝

文
志
」
に
至
っ
て
初
め
て
著
録
さ
れ
る
と
す
る
。

（
3
）「
握
奇
經
等
文
字
、
恐
非
黄
帝
作
」
：
『
陰
符
經
』
が
黄

帝
の
作
で
は
な
い
と
い
う
朱
熹
の
発
言
は
、
本
稿
【
62
】

條
に
見
ら
れ
た
が
、
夙
に
黄
庭
堅
に
「
陰
符
經
出
於
唐

李
筌
、
熟
讀
其
文
、
知
非
黄
帝
書
也
。
蓋
欲
其
文
奇
古
、

反
詭
譎
不
經
。
蓋
糅
雜
兵
家
語
作
此
言
、
又
妄
託
子
房
、

孔
明
諸
賢
訓
注
、
尤
可
笑
。
惜
不
經
柳
子
厚
一
掊
撃
也
」

（『
黄
庭
堅
全
集
』
巻
二
十
八
「
跋
翟
公
巽
所
藏
石
刻
」

p.7
6
6

。
四
川
大
學
出
版
社
、2

0
0
1

年
）
と
見
ら
れ
る
。

朱
熹
は
、『
握
奇
經
』
も
含
め
「
黄
帝
」
に
仮
託
さ
れ
て

い
る
文
献
の
虚
偽
性
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
4
）「
引
程
子
説
〜
」
：
「
陰
符
經
、非
商
末
則
周
末
人
爲
之
。

若
是
先
王
之
時
、
聖
道
既
明
、
人
不
敢
爲
異
説
。
及
周

室
下
衰
、
道
不
明
於
天
下
、
才
智
之
士
甚
衆
、
既
不
知

道
所
趨
向
、故
各
自
以
私
智
窺
測
天
地
、盗
竊
天
地
之
機
。

分
明
是
大
盗
、故
用
此
以
簧
鼓
天
下
。
故
云
、天
有
五
賊
、

見
之
者
昌
云
云
。
豈
非
盗
天
地
乎
」（『
二
程
集
』p.2

3
5

）。

（
5
）「
平
正
」
：
「
正
し
く
整
っ
て
い
る
」
の
意
。『
莊
子
』「
達

生
」
に
「
夫
欲
免
爲
形
者
、
莫
如
棄
世
。
棄
世
則
無
累
、

無
累
則
正
平
。
正
平
則
與
彼
更
生
。
更
生
則
幾
矣
」（『
莊

子
集
解
』「
達
生
」p.1

5
6

）と「
正
平
」の
語
が
見
ら
れ
る
。

『
語
類
』
に
は
「
董
仲
舒
文
字
却
平
正
、只
是
又
困
」（『
語

類
』
巻
一
百
十
六p.2

8
0
5

）
等
と
多
数
見
ら
れ
る
。『
近

代
漢
語
大
詞
典
』
は
「
謂
平
頭
、正
臉
、端
正
」（p.1

4
4
6

）

と
す
る
。

（
6
）「
嶢
崎
」
：
「
や
や
こ
し
い
、ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
い
る
」

等
の
意
。「
只
是
看
史
、
不
如
今
之
看
史
有
許
多
嶢
崎
」

（『
語
類
』
巻
十
五p.1

9
5

）
等
と
有
る
。『
朱
子
語
類
訳

注
巻
十
〜
十
一
』【
33
】
條
（p.1

6
9

）、【8
8

】
條
（p.2

2
5

）、

【
131
】
條
（p.2

8
1

）
の
訳
を
参
照
。

（
7
）「
詩
序
是
衞
宏
作
」
：
『
後
漢
書
』
に
「
衞
宏
字
敬
仲
、

東
海
人
也
。
少
與
河
南
鄭
興
倶
好
古
學
。
初
、
九
江
謝

曼
卿
善
毛
詩
、
乃
爲
其
訓
。
宏
從
曼
卿
受
學
、
因
作
毛

詩
序
、
善
得
風
雅
之
旨
、
于
今
傳
於
世
」（『
後
漢
書
』

巻
七
十
九
下
「
儒
林
列
傳
第
六
十
九
下
」p.2

5
7
5

）
と

見
ら
れ
る
。『
語
類
』
に
は
「
詩
序
、
東
漢
儒
林
傳
分

明
説
道
是
衞
宏
作
。
後
來
經
意
不
明
、
都
是
被
他
壞
了
。

某
又
看
得
亦
不
是
衞
宏
一
手
作
、
多
是
兩
三
手
合
成
一
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序
、
愈
説
愈
疏
」（『
語
類
』
巻
八
十p.2

0
7
4

）
と
見
ら

れ
る
。

（
8
） 「
多
是
」
：
「
あ
ら
ゆ
る
、す
べ
て
」
の
意
。
古
賀
「
初
稿
」

は「（
あ
ら
ゆ
る
）す
べ
て
の
、と
言
う
意
味
の
口
語
。『
応

是
』
と
も
い
う
」（p.1

5
6

）
と
す
る
。
本
條
注
（
7
） 『
語

類
』
巻
八
十
（p.2

0
7
4

）
を
参
照
。

（
9
）「
鬼
神
二
氣
之
良
能
」
：
「
鬼
神
者
、
二
氣
之
良
能
也
。

聖
者
、
至
誠
得
天
之
謂
。
神
者
、
太
虚
妙
應
之
目
。
凡

天
地
法
象
、
皆
神
化
之
糟
粕
爾
」（『
張
載
集
』「
正
蒙　

太
和
第
一
」p.9

）。

（
10
）「
鬼
神
造
化
之
迹
」
：
「
天
地
者
道
也
、
鬼
神
者
造
化
之

迹
也
」（『
二
程
集
』p.7
0
5

）
と
見
ら
れ
、
又
「
子
曰
、

聚
爲
精
氣
、
散
爲
游
魂
。
聚
則
爲
物
、
散
則
爲
變
。
觀

聚
散
、
則
鬼
神
之
情
状
著
矣
。
萬
物
之
始
終
、
不
越
聚

散
而
已
。
鬼
神
者
、造
化
之
功
也
」（『
二
程
集
』p.1

2
7
0

）

と
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
程
氏
の
発
言
に
対
し
て
朱
熹
は

「
伊
川
謂
、
鬼
神
者
造
化
之
迹
、
却
不
如
横
渠
所
謂
二
氣

之
良
能
。
直
卿
問
、
如
何
。
曰
、
程
子
之
説
固
好
、
但

在
渾
淪
在
這
裏
。
張
子
之
説
分
明
、
便
見
有
箇
陰
陽
在
」

（『
語
類
』
巻
六
十
三 p.1

5
4
8

）
と
述
べ
、
張
横
渠
の
説

の
方
が
明
瞭
で
あ
る
と
す
る
。
朱
熹
の
「
鬼
神
」
論
に

就
い
て
は
、
三
浦
國
雄
『
朱
子
と
気
と
身
体
』「
第
一
部

第
三
章　

鬼
神
論
」（
平
凡
社
、1

9
9
7

年
）、
市
來
津
由

彦
『
朱
熹
門
人
集
圑
形
成
の
研
究
』「
第
二
篇
第
三
章
第

四
節　

朱
熹
祭
祀
感
格
説
に
お
け
る
『
理
』」（
創
文
社
、

2
0
0
2

年
）、
吾
妻
重
二
『
朱
子
学
の
新
研
究
』「
第
二
部

第
一
篇
第
三
章　

朱
熹
の
鬼
神
論
と
氣
の
論
理
」
等
を

参
照
。

（
11
）「
良
能
」
：
「
良
能
」
と
「
二
氣
」
に
就
い
て
、『
語
類
』

に
は
「
道
夫
問
、
横
渠
所
謂
二
氣
之
良
能
、
良
能
便
是

那
會
屈
伸
底
否
。
曰
、
然
」（『
語
類
』
巻
十
八p.3

9
5

）、

「
某
嘗
謂
、只
有
伊
川
説
、夜
氣
所
存
者
、良
知
、良
能
也
」

（『
同
』巻
五
十
九p.1

3
9
6

）、「
問
鬼
神
是
功
用
・
良
能
。曰
、

但
以
一
屈
一
伸
看
、
一
伸
去
便
生
許
多
物
事
、
一
屈
來

更
無
一
物
了
、
便
是
良
能
・
功
用
。
問
、
便
是
陰
陽
去

來
。
曰
、固
是
。
問
、在
天
地
爲
鬼
神
、在
人
爲
魂
魄
否
。

曰
、
死
則
謂
之
魂
魄
、
生
則
謂
之
精
氣
。
天
地
公
共
底

謂
之
鬼
神
、
是
恁
地
模
樣
」（『
同
』
巻
六
十
三p.1

5
4
6

）

等
と
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
就
い
て
は
、
本
條

注
（
10
）
三
浦
氏
著
、
市
来
氏
著
等
を
参
照
。

（
12
）「
明
則
有
禮
樂
〜
」：「
明
則
有
禮
樂
、幽
則
有
鬼
神
」（『
禮

記
正
義
』「
樂
記
」p.1

6
7
2

上
）。
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（
13
）「
樂
者
敦
和
〜
」
：
「
樂
者
敦
和
、
率
神
而
從
天
。
禮
者

別
宜
、居
鬼
而
從
地
」（『
禮
記
正
義
』「
樂
記
」p.1

6
8
1

下
）。

（
14
）「
精
氣
爲
物
〜
」
：
「
精
氣
爲
物
、
遊
魂
爲
變
。
是
故
知

鬼
神
之
情
状
」（『
易
』「
繋
辞
上
」p.5

4
0

）。

（
15
）「
魂
氣
升
於
天
〜
」
：
「
魂
氣
歸
于
天
、
形
魄
歸
于
地
。

故
祭
、
求
諸
陰
陽
之
義
也
」（『
禮
記
正
義
』「
郊
特
牲
」

p.1
2
6
3

下
）。

【
64
】

閭
丘
次
孟
謂
、「
陰
符
經
所
謂
『
自
然
之
道
靜（

校
１
）、故
天
地
萬
物
生
。

天
地
之
道
浸
、
故
陰
陽
勝
。
陰
陽
相
推
、
變（

校
２
）化
順
矣（

１
）』、
此
數（

校
３
）

語
、雖
六
經
之
言
無（

校
４
）以
加
」。
先
生
謂
、「
如
他
閭
丘
此
等
見
處
、

儘
得
」。
今
按
陰
符
經
無
其
語（

校
５
）（
２
）
。﹇
道
夫
﹈

（
校
1
）「
靜
」、楠
本
本
、和
刻
本
、人
吉
本
は
「
静
」
に
作
る
。

　
（
校
2
）「
變
」、和
刻
本
は
「
変
」
に
作
る
。　
（
校
3
）「
數
」、

楠
本
本
は
「
数
」
に
作
る
。　
（
校
4
）「
無
」、楠
本
本
は
「
无
」

に
作
る
。　
（
校
5
）「
丘
此
等
見
處
、
儘
得
。
今
按
陰
符
經
無

其
語
」、
楠
本
本
は
「
今
按
陰
符
經
無
其
語
」
無
し
。
和
刻
本

は
「
丘
此
等
見
處
、
儘
得
。
今
按
陰
符
經
無
其
語
」
を
細
注
と

し
、
朝
鮮
整
版
、
正
中
局
書
本
、
人
吉
本
は
「
今
按
陰
符
經
無

其
語
」
を
細
注
と
す
る
。

※
「
酒
井
」（p.4

1
6

）

〔
訳
〕

閭
丘
次
孟
「『
陰
符
經
』
が
『
自
然
の
道
は
静
か
で
あ
る
、
だ

か
ら
天
地
万
物
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
天
地
の
道
は

徐
々
に
進
ん
で
い
く
、だ
か
ら
陰
陽
が
互
い
に
交
代
す
る
の
だ
。

陰
陽
が
互
い
に
推
し
合
い
、
変
化
は
そ
れ
に
従
う
の
だ
』
と
述

べ
て
い
る
数
語
は
、
六
経
の
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
付
け
加
え
る

こ
と
は
無
い
程
で
す
ね
」。
朱
子
「
閭
丘
の
こ
の
見
解
は
、
よ

く
的
を
射
て
い
る
ね
」。
今
見
る
と
、『
陰
符
經
』
に
は
こ
の
語

は
無
い
。（
楊
道
夫
）

〔
注
〕

（
1
）「
陰
符
經
所
謂
〜
」
：
「
自
然
之
道
靜
、故
天
地
萬
物
生
。

天
地
之
道
浸
、
故
陰
陽
勝
。
陰
陽
相
推
、
而
變
化
順
矣
」

（『
陰
符
經
注
』
下
篇p.5

1
8

）。

（
2
）「
今
按
陰
符
經
無
其
語
」
：
『
四
庫
提
要
』
は
「
而
楊

道
夫
以
爲
陰
符
經
無
此
語
、
蓋
道
夫
所
見
乃
驪
山
老
母

註
本
、
以
我
以
時
物
文
理
哲
爲
書
之
末
句
。
故
疑
其
語

不
見
於
本
經
也
」（『
四
庫
提
要
』
巻
百
四
十
六
「
子
部

五
十
六　

道
家
類　

陰
符
經
考
異
一
卷
﹇
江
西
巡
撫
採

進
本
﹈」）
と
述
べ
、
又
、『
朱
子
全
書
』
所
収
『
陰
符
經

注
』
の
校
注
は
「
驪
山
老
母
注
本
」
と
「
蔡
氏
本
」
は
「
人
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以
愚
虞
聖
」
よ
り
末
尾
ま
で
の
部
分
が
無
く
、「
褚
氏
本
」

と
「
張
氏
注
本
」
は
末
尾
ま
で
完
具
し
て
お
り （p.5

1
8

、

前
者
は
唐
・
李
筌
の
系
統
、
後
者
は
唐
・
褚
遂
良
の
系

統
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（p.5

0
2

）。『
道
藏
』
所
収
各

種
『
陰
符
經
』
に
は
、
こ
の
両
系
が
見
ら
れ
る
。
尚
、

【
62
】
條
注
（
1
）
宮
川
「
陰
符
經
の
一
考
察
」
を
参
照
。

【
65
】

陰
符
經
云
「
天
地
之
道
浸
」。
這
句
極
好
。
陰
陽
之
道
、
無
日

不
相
勝
、
只
管
逐
些
子
挨（

１
）出（
校
１
）。
這
箇（

校
２
）退
一
分
、
那
箇（

校
２
）便（
校
３
）進
一

分（
２
）。﹇
道
夫
﹈

（
校
1
）「
挨
出
」、楠
本
本
は
「
換
去
」
に
作
る
。（
校
2
）「
箇
」、

楠
本
本
は
「
个
」
に
作
る
。　
（
校
3
）「
便
」、
朝
鮮
整
版

「

」
に
作
る
。

※
（
酒
井p.4

1
6

）

〔
訳
〕

『
陰
符
經
』が「
天
地
の
道
は
徐
々
に
進
ん
で
い
く
の
だ
」と
言
っ

て
い
る
が
、
こ
の
句
は
極
め
て
好
い
。
陰
陽
の
道
は
、
常
に
相

勝
し
て
お
り
、
た
だ
少
し
ず
つ
推
し
進
ん
で
い
く
の
だ
。
こ
ち

ら
が
少
し
退
け
ば
、
あ
ち
ら
が
少
し
進
む
の
だ
。（
楊
道
夫
）

〔
注
〕

（
1
）「
挨
」
：
「
挨
」
は
「
徐
々
に
進
む
」
の
意
。『
語
類
』

に
は
「
聖
門
學
者
工
夫
確
實
縝
密
、
逐
歩
挨
去
、
下
學

上
達
」（『
語
類
』
巻
二
十
二p.5

3
1

）
と
見
ら
れ
る
。
陳

明
娥
『
朱
熹
口
語
文
献
詞
匯
研
究
』（
厦
門
大
学
出
版
社
、

2
0
1
1

年
）
は
「
挨
（
捱
）」
を
「
慢
慢
做
（
工
夫
）、依
次
」

（p.2
0
9

）
の
意
と
す
る
。

（
2
）
同
様
の
内
容
は
『
語
類
』
に
「
陰
符
經
説
、
天
地
之
道

浸
、
故
陰
陽
勝
。
浸
字
最
下
得
妙
。
天
地
間
不

頓
、

恁
地
陰
陽
勝
」（『
語
類
』
巻
七
十
六p.1

9
4
0

）、「
陰
符

云
、
自
然
之
道
靜
、
故
萬
物
生
。
天
地
之
道
浸
、
故
陰

陽
勝
。
極
説
得
妙
。
靜
能
生
動
。
浸
是
漸
漸
恁
地
消
去
、

又
漸
漸
恁
地
長
。
天
地
之
道
、便
是
常
恁
地
示
人
」（『
同
』

巻
七
十
六p.1

9
4
0

）、「
若
不
是
極
靜
、則
天
地
萬
物
不
生
。

浸
者
、
漸
也
。
天
地
之
道
漸
漸
消
長
、
故
剛
柔
勝
、
此

便
是
吉
凶
貞
勝
之
理
」（『
同
』
巻
七
十
六p.1

9
4
1

）
と

見
ら
れ
る
。

【
66
】

問（
校
１
）、「
陰
符
經
云
、『
絶
利
一
源（

１
）』」。
曰
、「
絶
利
而
止
守
一
源
」。

﹇
節
﹈（

２
）

（
校
1
）「
問
」、
楠
本
本
は
「
節
問
」
に
作
る
。
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〔
訳
〕

質
問
「『
陰
符
経
』
が
言
う
『
絶
利
一
源
』
と
は
ど
う
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
」。
朱
子
「
利
益
を
求
め
る
こ
と
を
止
め
、
ひ

た
す
ら
唯
一
の
根
源
を
守
る
と
い
う
こ
と
だ
」。（
甘
節
）

〔
注
〕

（
1
）「
陰
符
經
云
〜
」
：
『
陰
符
經
』
に
「
瞽
者
善
聽
、
聾
者

善
視
。
絶
利
一
源
、
用
師
十
倍
。
三
返
晝
夜
、
用
師
萬

倍
」（『
陰
符
經
注
』
下
篇p.5

1
6

）
と
見
ら
れ
、『
語
類
』

は
「
又
問
、
陰
符
經
有
絶
利
一
源
、
用
師
十
倍
。
三
反

晝
夜
、
用
師
萬
倍
之
説
、
如
何
。
曰
、
絶
利
者
、
絶
其

二
三
。
一
源
者
、
一
其
源
本
。
三
反
晝
夜
者
、
更
加
詳

審
。
豈
惟
用
兵
」（『
語
類
』巻
一
百
三
十
六p.3

2
3
9

）と
、

『
陰
符
經
』
の
こ
の
立
場
は
、
普
遍
的
に
応
用
が
効
く
論

理
と
し
て
い
る
。

（
2
）「
節
」
：
甘
節
。
第
四
稿
【
52
】
條
注
（
2
）
を
参
照
。

【
67
】

問（
校
１
）、「
陰
符
經
『
三
反
晝
夜
』

（
１
）

是
如
何
」。
曰
、「
三
反
、
如
『
學

而
時
習
之（

２
）』、
是
貫
上
文
言
、
言
專（

校
２
）而
又
審
。
反
、
是
反
反
覆

覆
」。﹇
節
﹈

（
校
1
）「
問
」、楠
本
本
は
「
節
問
」
に
作
る
。　
（
校
2
）「
專
」、

和
刻
本
は
「
専
」
に
作
る
。

※
（
酒
井p.4

1
6

）

〔
訳
〕

質
問
「『
陰
符
経
』
が
云
う
『
三
反
昼
夜
』
の
説
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
」。
朱
子
「『
三
反
』
と
は
、『
学
ん
で
い
つ
も
復
習
す
る
』

と
同
じ
意
味
だ
。
こ
れ
は
上
段
の
文
と
一
貫
し
、
専
念
し
て
審

ら
か
に
す
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
だ
。『
反
』
と
は
何
度
も
繰

り
返
す
こ
と
で
あ
る
」。（
甘
節
）

〔
注
〕

（
1
）「
三
反
晝
夜
」
：
本
巻
【
66
】
条
注
（
1
）
を
参
照
。

（
2
）「
學
而
時
習
之
」
：
「
子
曰
、
學
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
。

有
朋
自
遠
方
來
、
不
亦
樂
乎
。
人
不
知
而
不
愠
、
不
亦
君
子
乎
」

（『
論
語
集
解
』
巻
一
「
學
而
」p.1

）。

【
68
】

「
三
反
晝
夜
」
之
説
、
如
修（

校
１
）養
家
子
午
行
持（

１
）。
今
日
如
此
、
明

日
如
此
、
做
得
愈
熟
、
愈
有
效（

校
２
）驗
。﹇
人
傑
﹈

（
校
1
）「
修
」、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
、
人
吉
本
は
「
脩
」

に
作
る
。　
（
校
2
）「
效
」、
朝
鮮
整
版
、
正
中
書
局
本
、
和

刻
本
は
「
効
」
に
作
る
。

※　

楠
本
本
は
本
條
無
し
。
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〔
訳
〕

「
三
反
晝
夜
」
の
説
は
、
修
養
家
が
決
っ
て
夜
半
と
正
午
に
修

道
を
す
る
様
な
も
の
で
あ
る
。
今
日
そ
れ
を
実
施
し
、
明
日
も

同
様
に
実
施
し
、
そ
の
実
施
が
習
熟
す
れ
ば
す
る
程
、
効
果
が

現
わ
れ
て
く
る
の
だ
。（
万
人
傑
）

〔
注
〕

（
1
）「
養
家
子
午
行
持
」
：
「
子
午
」
は
「
南
北
」
の
方
位
を

意
味
す
る
場
合
と
、「
夜
半
と
正
午
」
の
時
刻
を
意
味
す

る
場
合
と
が
有
る
が
、
朱
熹
『
周
易
參
同
契
考
異
』
が

「
大
率
一
日
所
用
、
子
午
卯
酉
四
時
而
已
」（『
周
易
參
同

契
考
異
』
上
篇p.5

3
5

）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、「
子
午
」
は
時
刻
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
朱
熹

が
言
う
「
修
養
家
」
が
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の

か
不
明
だ
が
、
例
え
ば
、
宋
〜
元
頃
の
撰
と
さ
れ
る
『
諸

眞
聖
胎
神
用
訣
』
が
収
め
る
「
陣
希
夷
胎
息
訣
」
は
「
子

午
卯
酉
、四
時
、乃
是
陰
陽
出
入
之
門
戸
也
」（1

1a/5
）と
、

「
子
午
卯
酉
」
の
「
四
時
」
に
修
道
を
す
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。

論
道
教

【
69
】

老
氏
初
只
是
清
淨（

校
１
）無
爲（

１
）。
清
淨（

校
１
）無
爲
、
却
帶
得
長
生
不
死
。

後
來
却
只
説
得
長
生
不
死
一
項
。
如
今
恰
成
箇
巫
祝（

２
）、
專
只
理

會
厭
禳
祈
禱（

３
）。
這
自
經
兩
節
變（

校
２
）了
。﹇
賀
孫
﹈

（
４
）

（
校
1
）「
淨
」、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
り
、

人
吉
本
は
「
凈
」
に
作
る
。　
（
校
2
）「
變
」、和
刻
本
は
「
変
」

に
作
る
。

※　

楠
本
本
は
本
條
無
し
。

※
「
酒
井
」(p.4

1
8)

〔
訳
〕

老
子
の
教
え
は
始
め
は
清
浄
無
為
だ
け
だ
っ
た
。
清
浄
無
為
で

あ
れ
ば
、
長
生
不
死
が
そ
こ
に
伴
う
の
だ
。
後
に
逆
に
長
生
不

死
の
み
を
主
張
す
る
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
今
や
、

ま
る
で
呪ま

じ
ない
師
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
専
ら
厄
払
い
と
祈

祷
だ
け
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
老
子
の
教
え
は
二
段
階

を
経
て
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。（
葉
賀
孫
）

〔
注
〕

（
1
）「
老
氏
初
只
是
清
淨
無
爲
」
：
『
老
子
』
の
教
え
が
本
来

は
「
清
淨
無
爲
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
就
い
て
、『
語
類
』

に
は
「
若
老
氏
猶
骨
是
有
、
只
是
清
淨
無
爲
、
一
向
恁

地
深
藏
固
守
、
自
爲
玄
妙
、
教
人
模
索
不
得
。
便
是
把

有
無
做
両
截
看
了
」（『
語
類
』
巻
一
百
二
十
六p.3

0
1
2

）
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と
見
ら
れ
る
。
尚
、第
一
稿
【
4
】
條
注
（
3
）
を
参
照
。

（
2
）「
巫
祝
」：「
シ
ャ
ー
マ
ン
、ま
じ
な
い
師
」等
の
意
。『
語
類
』

に
は
「
且
如
女
巫
之
職
、
掌
宮
中
巫
・
祝
之
事
。
凡
宮

中
所
祝
皆
在
此
人
、
如
此
、
則
便
無
後
世
巫
蠱
之
事
矣
」

（『
語
類
』
巻
八
十
六p.2

2
0
5

）
と
見
ら
れ
る
。
本
来
は

「
巫
」
と
「
祝
」
は
別
概
念
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
巫

祝
」
で
一
語
と
し
た
。

（
3
）「
厭
禳
祈
禱
」：「
お
祓
い
を
し
、祈
り
祭
る
」の
意
。「
厭
禳
」

の
語
は
『
語
類
』
で
は
本
條
の
み
。「
其
年
、
孝
昭
數
見

文
宣
作
諸
妖
怪
、
就
其
索
兒
、
備
爲
厭
禳
、
終
不
能
遣

而
死
﹇
出
還
寃
記
﹈」（『
太
平
廣
記
』
巻
一
百
二
十
「
北

齊
文
宣
帝
」p.8

4
6

」）
と
見
ら
れ
る
。「
祈
禱
」
に
就
い

て
は
『
語
類
』
に
「
問
、
今
之
神
祠
、
無
義
理
者
極
多
。

若
當
官
處
、
於
極
無
義
理
之
神
祠
、
雖
係
勅
額
、
凡
祈

禱
之
類
不
徃
、可
否
。
曰
、某
當
官
所
至
、須
理
會
一
番
。

如
儀
案
所
具
合
祈
禱
神
示
、
有
無
義
理
者
、
使
人
可
也
」

（『
語
類
』
巻
一
百
六p.2

6
4
3

）
と
見
ら
れ
る
。

（
4
）「
賀
孫
」
：
葉
賀
孫
。
第
二
稿
【
19
】
條
注
（
19
）
を
参
照
。

【
70
】

道
家
有
老
莊
書
、
却
不
知
看（

１
）、
盡
爲
釋
氏
竊
而
用
之
、
却
去
倣

傚
釋
氏
經
教
之
屬（

校
１
）。
譬
如
巨
室
子
弟
、
所
有
珍（

校
２
）寶
悉
爲
人
所

盗
去
、
却
去
収
拾
人（

校
３
）家
破
甕
破
釜
。﹇
必
大
﹈

（
２
）

（
校
1
）「
屬
」、正
中
書
局
本
、和
刻
本
は「
属
」に
作
る
。　
（
校

2
）「
珍
」、
朝
鮮
整
版
、
人
吉
本
は
「
珎
」
に
作
る
。　
（
校

3
）「
人
」、
朝
鮮
整
版
、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
、
人
吉
本
は

「
他
人
」
に
作
る
。

※　

楠
本
本
は
本
條
無
し
。

※
「
酒
井
」（p.4

1
8

）

〔
訳
〕

道
家
に
は
老
荘
の
書
が
あ
る
の
に
、（
道
家
の
徒
は
）
そ
れ
を

読
む
こ
と
を
知
ら
ず
、
仏
教
徒
の
た
め
に
す
っ
か
り
そ
れ
ら
を

盗
用
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
し
て
逆
に
仏
典
や
仏
教
教
義
の
類
を

（
道
家
が
）
模
倣
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
ま
る
で
、
財
産

家
の
子
弟
が
自
家
の
宝
物
を
他
人
に
盗
ま
れ
、
逆
に
他
人
の
割

れ
甕
、
破
れ
釜
を
拾
お
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。（
呉

必
大
）

〔
注
〕

（
1
）「
道
家
有
老
莊
書
、
却
不
知
看
」
：
『
語
類
』
に
は
類
似

の
内
容
が
第
二
稿
【
26
】
條
に
「
道
士
有
箇
莊
、老
在
上
、

却
不
去
理
會
」（『
語
類
』
巻
百
二
十
五p.2

9
9
1

）
と
見

ら
れ
る
。
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（
2
）「
必
大
」
：
呉
必
大
。
第
一
稿
【
5
】
條
注
（
1
）
を
参
照
。

【
71
】

「
道
教
最
衰
、
儒
教
雖
不
甚
振
、
然
猶
有
學
者
班
班
駮
駮（

１
）、
説

些
義
理
。
又
曰
、「
佛
書
中
多
説
『
佛
言
』、道
書
中
亦
多
云
『
道

言
』。
佛
是
箇
人
、道
却
如
何
會
説
話
。
然
自
晋
來
已
有
此
説（

２
）」。

﹇
必
大
﹈

※　

楠
本
本
は
本
條
無
し
。

※
「
酒
井
」（p.4

1
8

）、『
三
浦
語
類
』（p.4
2
5

）

〔
訳
〕

「
道
教
は
最
も
衰
退
し
て
お
り
、
儒
教
は
非
常
に
振
る
っ
て
い

る
と
い
う
程
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
な
ん
だ
か
ん
だ
と
学

者
が
い
て
、幾
ら
か
の
義
論
を
口
に
し
て
い
る
」。又
た
朱
子「
仏

教
の
経
典
に
は
『
仏
が
言
っ
た
』
と
い
う
表
現
が
た
く
さ
ん
あ

る
が
、
道
教
の
経
典
に
も
や
は
り
『
道
が
言
っ
た
』
と
い
う
表

現
が
多
い
。
仏
は
一
人
の
人
間
で
あ
る
が
、
道
の
方
は
ど
う
し

て
物
が
言
え
る
の
か
。
だ
が
、
晋
代
よ
り
す
で
に
こ
う
し
た
表

現
が
あ
る
」。（
呉
必
大
）

〔
注
〕

（
1
）「
班
駮
」
：
「
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
い
る
」
の
意
。『
楚
辭
』

に「
同
駑

與

駔
兮
、雜
班
駮
與

葺﹇
王
逸
注
、班
駮
、

雜
色
也
﹈」（
中
国
古
典
文
學
基
本
叢
書『
楚
辭
補
注
』「
九

歎
・
憂
苦
」p.3

0
0

。
中
華
書
局
、1

9
8
3

年
）
と
見
ら
れ

る
。『
語
類
』
に
は
「
又
問
幞
頭
所
起
。
曰
、
亦
不
知
所

起
。
但
諸
家
小
説
中
、
時
班
駮
見
一
二
」（『
語
類
』
巻

九
十
一p.2

3
2
7

）
と
見
ら
れ
る
。

（
2
）「
道
書
中
亦
多
云
道
言
〜
」
：
唐
・
法
琳
『
辯
正
論
』
注

が
既
に
同
様
の
指
摘
を
し
、「
漢
景
帝
以
來
方
興
道
學
。

窮
今
討
古
、
道
者
爲
誰
﹇
…
道
言
者
、
姓
氏
爲
誰
、
復

道
何
誰
言
也
。
道
若
有
口
、
即
具
五
陰
所
成
、
居
在
三

才
之
内
、
不
免
無
常
﹈」（『
辯
正
論
』T

5
2, 5

2
3b

）
と
、

「
道
」
が
物
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
人
と
何
ら
変
わ

る
所
が
無
い
と
批
判
し
て
い
る
。
一
方
、
朱
熹
が
言
及

す
る
道
教
文
献
に
は
、『
參
同
契
』、『
陰
符
經
』の
他
に
は
、

『
清
靜
經
』（『
語
類
』
巻
一
百
二
十
六p.3

0
0
8,p.3

0
1
4

）、

『
消
災
經
』（『
同
』
巻
一
百
二
十
六p.3

0
1
4

）、『
度

人
經
』（『
同
』
巻
一
百
二
十
六p.3

0
1
4

）、『
生
神
經
』

（『
同
』
巻
一
百
二
十
六p.3

0
1
4)

、『
北
斗
經
』（『
同
』

巻
一
百
二
十
六p.3

0
1
4

）、『
黄
庭
經
』（『
文
集
』
巻

八
十
二
「
題
樂
毅
論
」）
等
が
見
ら
れ
る
が
、
決
し
て
多

く
は
な
い
。
こ
の
内
、『
度
人
經
』『
生
神
經
』
は
杜
光

庭
の
撰
述
と
朱
熹
は
見
做
し
（『
語
類
』
巻
一
百
二
十
六
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p.3

0
1
4

）、
そ
の
他
の
道
教
経
典
の
撰
述
時
期
に
就
い
て

は
言
及
が
見
ら
れ
な
い
。『
黄
庭
經
』
は
「
晋
代
」
に
該

当
す
る
も
の
の
、現
行
『
黄
庭
内
外
景
經
』
に
は
「
道
言
」

等
の
表
現
は
無
い
。
又
、
現
行
『
太
老
君
説
常
清
靜
經
』

『
太
上
老
君
説
消
災
經
』に
も「
道
言
」等
の
表
現
は
無
い
。

朱
熹
が
言
及
す
る
『
北
斗
經
』
が
仮
に
現
行
『
玉
清
無

上
靈
寶
自
然
北
斗
本
生
眞
經
』
で
あ
る
な
ら
ば
、「
道
曰
」

（1b/7

）
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
撰
述
時
期

は
不
明
で
あ
る
。
小
林
正
美
『
六
朝
道
教
史
研
究
』（
創

文
社
、1

9
9
0

年
）
に
依
れ
ば
、「
道
」
を
神
格
化
す
る

表
現
は
東
晋
中
頃
以
降
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、『
女

青
鬼
律
』、『
太
上
洞
淵
神
呪
經
』
巻
一
な
ど
を
そ
の
嚆

矢
と
し
、
劉
宋
以
降
の
霊
宝
経
に
多
く
見
ら
れ
る
様
に

な
る
と
さ
れ
る
（p.2

9
9

）。
朱
熹
は
『
女
青
鬼
律
』、『
太

上
洞
淵
神
呪
經
』
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、『
眞
誥
』

も
「
道
曰
」（5/1a/7

細
注, 9/ 6b/ 4

）
等
の
表
現
を
含

む
文
献
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
或
い
は
、
こ
う

し
た
文
献
を
目
に
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

【
72
】

道
家
之
學
、
出
於
老
子
、
其
所
謂
「
三
清
」

（
１
）、
蓋
倣
釋
氏
「
三

身
」

（
２
）

而
爲
之
爾
。
佛
氏
所
謂
「
三
身
」、
法
身
者
、
釋
迦
之
本

性（
校
１
）也
。
報
身
者
、
釋
迦
之
徳
業
也
。
肉
身
者（

３
）、
釋
迦
之
眞
身
、

而
實
有
之
人
也
。
今
之
宗
其
教
者
、
遂
分
爲
三
像
而
駢
列
之
、

則
既
失
其
指
矣
。
而
道
家
之
徒
欲
倣
其
所
爲
、
遂
尊
老
子
爲
三

清（
校
２
）。
元
始
天
尊
、
太
上
道
君
、
太
上
老
君
。
而
昊
天
上
帝
反
坐

其
下（

４
）。
悖
戻
僭（

校
３
）逆
、
莫
此
爲
甚
。
且
玉
清
元
始
天
尊
既
非
老

子
之
法
身
、
上
清
太
上
道
君
又
非
老
子
之
報
身
、
設
有
二
像
、

又
非
與
老
子
爲
一
、
而
老
子
又
自
爲
上
清（

校
４
）太

上
老
君（

５
）、

蓋
倣（

校
５
）

釋
氏
之
失
而
又
失
之
者
也
。
況（

校
６
）莊
子
明
言
老
耼（

校
７
）之
死（

６
）、
則
耼（

校
７
）

亦
人
鬼
爾
、
豈
可
僭（

校
８
）居
昊
天
上
帝
之
上
哉
。
釋
老
之
學
盡
當

毀
廢
。
假
使
不
能
盡
去
、
則
老
氏
之
學
但
當
自
祀
其
老
子
、
關

尹
、
列
、
莊
之
徒
、
以
及
安
期
生（

７
）、
魏
伯
陽
輩
。
而
天
地（

校
９
）百

祠
自
當
領
於
天
子
之
祠
官
、
而
不
當
使
道
家
預
之
、
庶
乎
其
可

也
。﹇
僴
﹈

（
８
）

（
校
1
）「
性
」、楠
本
本
は
「
柱
」
に
作
る
。　
（
校
2
）「
三
清
」、

和
刻
本
は
「
玉
清
」
に
作
り
、「
玉
清
元
始
天
尊
」
と
続
け
る
。

　
（
校
3
）「
僭
」、楠
本
本
は
「
僣
」
に
作
る
。　
（
校
4
）「
上

清
」、
楠
本
本
は
「
太
清
」
に
作
る
。　
（
校
5
）「
倣
」、
朝
鮮

整
版
、
楠
本
本
、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
、
人
吉
本
は
「
傚
」

に
作
る
。　
（
校
6
）「
況
」、
楠
本
本
、
朝
鮮
整
版
、
和
刻
本

は
「
况
」
に
作
る
。　
（
校
7
）「
耼
」、
朝
鮮
整
版
、
楠
本
本
、
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和
刻
本
、
正
中
書
局
本
、
人
吉
本
は
「

」
に
作
る
。　
（
校

8
）「
僭
」、
楠
本
本
、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
は
「
僣
」
に
作

る
。　
（
校
9
）「
天
地
」、
楠
本
本
は
「
他
」
に
作
る
。

※　

楠
本
本
は
本
條
の
前
に
、「
論
道
家
神
象
」
の
題
目
有
り
。

※
「
酒
井
」(p.4

1
9)

、『
三
浦
語
類
』（p.4

2
8

）

〔
訳
〕

道
教
の
教
え
は
老
子
か
ら
生
れ
た
が
、
道
教
が
言
う
「
三
清
」

と
は
、
思
う
に
仏
教
の
「
三
身
」
を
真
似
て
作
っ
た
も
の
に
過

ぎ
な
い
。
仏
教
の
言
う
「
三
身
」
と
は
、
法
身
は
釈
迦
の
本
性

で
あ
る
。
報
身
は
釈
迦
の
優
れ
た
行
い
の
結
果
で
あ
る
。
肉
身

は
釈
迦
の
人
と
し
て
の
真
実
の
身
、実
在
の
人
物
で
あ
る
。
今
、

仏
教
を
信
奉
す
る
者
達
は
、
釈
迦
を
分
け
て
三
つ
の
像
と
し

て
、
こ
れ
を
並
べ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
三
身
の
本
来
の
意
味
を

見
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
道
教
の
連
中
は
そ
の
真
似
を
し
よ

う
と
し
、
と
う
と
う
老
子
を
尊
ん
で
「
三
清
」
と
し
た
。
こ
れ

が
元
始
天
尊
・
太
上
道
君
・
太
上
老
君
で
あ
る
。
そ
し
て
、
昊

天
上
帝
を
そ
の
下
位
に
座
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
道

理
に
悖
り
上
下
を
逆
転
す
る
非
道
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
玉
清
元
始
天
尊
が
老
子
の
法
身
で
は
な
い
だ
け
で
は
な

く
、上
清
太
上
道
君
も
ま
た
老
子
の
報
身
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、

た
と
え
二
つ
の
像
を
作
っ
て
も
、
老
子
と
一
体
と
な
る
わ
け
で

は
な
く
、老
子
そ
の
も
の
も
上
清
太
上
老
君
と
し
た
の
だ
か
ら
、

仏
教
の
過
ち
を
真
似
て
、
更
に
過
ち
の
上
塗
り
を
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
な
る
。
ま
し
て
、
荘
子
が
老
耼
の
死
を
は
っ
き
り
述

べ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
老
耼
は
死
ん
で
今
や
鬼
籍
に
入
っ
て
い

る
の
だ
。
ど
う
し
て
お
こ
が
ま
し
く
も
、
昊
天
上
帝
の
上
に
居

る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
仏
教
・
道
教
の
教
え
は
根
こ
そ
ぎ
廃

絶
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し
根
こ
そ
ぎ
に
出
来
な
け
れ
ば
、
老
氏

の
教
え
を
学
ぶ
者
達
は
た
だ
老
子
・
関
尹
子
・
列
子
・
荘
子
、

及
び
安
期
生
、
魏
伯
陽
だ
け
を
祀
る
べ
き
で
あ
る
。
天
地
の
百

祠
は
国
の
役
人
に
管
理
さ
せ
、
道
家
の
徒
に
関
与
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
れ
ば
、
ま
ず
ま
ず
で
あ
ろ
う
。（
沈
僴
）

〔
注
〕

（
1
）「
三
清
」
：
「
三
清
」
は
道
教
で
は
一
般
的
に
は
「
三
清

境
者
、
玉
清
、
上
清
、
太
清
、
是
也
。
亦
名
三
天
」（『
雲

笈
七
籤
』3/4b/1

0

）
と
、
三
種
の
「
天
」
乃
至
は
「
境
」

を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
天
」
に

居
る
神
格
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）「
三
身
」
：
こ
こ
で
は
後
述
の
仏
教
の
「
報
身
、
法
身
、

眞
身
」
を
指
す
。
こ
の
仏
教
の
「
三
身
」
に
依
拠
し
て

道
教
の
「
三
身
」
概
念
が
作
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
就
い

て
は
、
唐
『
道
教
義
樞
』
巻
一
「
法
身
義
第
二
」、
史
崇
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『
妙
門
由
起
』「
序
」
等
に
見
ら
れ
る
。
但
し
、所
謂
「
元

始
天
尊
・
太
上
道
君
・
太
上
老
君
」
を
「
三
身
」
に
配

当
さ
せ
る
例
は
多
く
な
い
。

（
3
）「
肉
身
」
：
釈
迦
の
「
肉
身
」
に
就
い
て
は
、
野
口
「
訳

注
」
第
五
稿
【
77
】
條
注
（
10
）（『
東
洋
古
典
學
研
究
』

第
30
集2

0
1
0

年
）
を
参
照
。
尚
、
本
條
と
類
似
の
内
容

は
『
語
類
』
巻
百
二
十
六
に
「
釋
氏
説
、法
身
便
是
本
性
、

報
身
是
其
徳
業
、化
身
是
其
肉
身
。問
、報
身
是
如
何
。曰
、

是
他
成
就
驗
驗
底
説
話
。
看
他
畫

盧
遮
那
坐
千
葉
蓮

珠
常
富
貴
、
便
如
吾
儒
説
聖
人
備
道
全
美
相
似
」（『
語

類
』
巻
百
二
十
六p.3

0
3
1
）
と
見
ら
れ
る
。
野
口
「
訳

注
」
第
六
稿
【
92
】
條
注
（
2
）（『
東
洋
古
典
學
研
究
』

第
31
集
、2

0
1
1

年
）
を
参
照
。

（
4
）「
昊
天
上
帝
反
坐
其
下
」
：
福
永
光
司
「
昊
天
上
帝
と
天

皇
大
帝
と
元
始
天
尊
」（『
道
教
思
想
史
研
究
』
岩
波
書

店
、1
9
8
7

年
）
は
、
元
始
天
尊
が
道
教
の
最
高
神
と
な

り
、
天
皇
大
帝
の
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
、

天
皇
大
帝
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
儒
教
の
昊
天
上
帝
が

元
始
天
尊
の
下
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
す
る
（p.1

4
5

）。
例
え
ば
、
杜
光
庭
の
撰
と
さ
れ
て

い
る
『
太
上
靈
寶
玉
匱
明
眞
大
齋
言
功
儀
』
に
は
「
臣

謹
上
啓
、
太
上
三
尊
、
昊
天
上
帝
、
十
方
上
聖
、
三
光

九
耀
天
帝
天
君
、
三
界
内
外
一
切
眞
靈
…
」（『
太
上
靈

寶
玉
匱
明
眞
大
齋
言
功
儀
』1

5a/3

）
と
見
ら
れ
、
又
撰

述
時
期
は
不
明
で
は
あ
る
が
、『
金
籙
大
齋
宿
啓
儀
』
に

は
「
虚
無
自
然
至
眞
無
極
大
道
大
羅
元
始
天
尊
・
太
上

道
君
・
太
上
老
君
・
昊
天
玉
皇
上
帝
〜
」（5a/2

）
と
見

ら
れ
る
。
又
、元
・
趙
道
一
『
歴
世
眞
仙
體
道
通
鑑
』「
序
」

に
は「
惟
我
元
始
天
尊
、在
昔
大
浮
黎
土
寶
珠
説
經
都
竟
、

天
人
廓
散
十
方
。
當
此
之
時
、
道
浹
羣
黎
、
恩
霑
萬
有
、

茂
開
劫
運
、
啓
迪
眞
風
。
逮
至
無
上
道
君
・
太
上
老
君
、

繼
演
斯
玄
、
迭
振
其
化
。

我
昊
天
上
帝
、
符
暦
開
極
、

眞
道
凝
虚
、
梯
級
羣
仙
、
陶
冶
萬
類
」（『
歴
世
眞
仙
體

道
通
鑑
』
序/2b/8

）
と
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
明
確
な
ラ

ン
ク
付
け
で
は
な
い
も
の
の
、「
三
尊
↓
昊
天
上
帝
」
或

い
は
「
元
始
天
尊
↓
無
上
道
君
・
太
上
老
君
↓
昊
天
上

帝
」
と
い
う
順
位
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
尚
、「
昊
天
上

帝
」
は
、「
昊
天
上
帝
、
則
不
我
虞
、
敬
黎
明
神
、
宜
無

悔
怒
）（『
毛
詩
正
義
』
巻
十
八
「
大
雅　

雲
漢
」p.1

8
2
9

下
）、「
以
禋
祀
昊
天
上
帝
、
以
實
柴
祀
日
・
月
・
星
・
辰
、

以
槱
燎
祀
司
中
・
司
命
・
飌
風
師
・
雨
師
」（『
周
禮
注
疏
』

巻
十
八
「
大
宗
伯
」p.7

3
3

上
）
等
と
見
ら
れ
る
。

(69)
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（
5
）「
太
上
老
君
」
：
宋
代
に
「
老
子
」
に
与
え
ら
れ
た
号
。

「
大
中
祥
符
六
年
八
月
庚
午
、
詔
加
上
貞
元
皇
帝
號
曰

太
上
老
君
混
元
上
徳
皇
帝
」（『
續
資
治
通
鑑
長
編
』
巻

八
十
一p.1

8
4
4

。
中
華
書
局1

9
8
5

年
）
と
見
ら
れ
る
。

（
6
）「
莊
子
明
言
老
耼
之
死
」
：
「
老

死
、
秦
失
弔
之
、
三

號
而
出
」（『
莊
子
集
解
』「
養
生
主
」p.3

0

）。

（
7
）「
安
期
生
」
：
瑯
琊
阜
郷
出
身
の
仙
人
。
秦
始
皇
帝
と
の

や
り
取
り
が
『
列
仙
傳
』（
上/1

4b/8

）
に
見
ら
れ
る
。

「
三
張
」
の
「
巫
祝
」
に
堕
す
る
前
の
「
清
淨
」
を
旨
と

す
る
老
荘
に
対
し
て
朱
熹
が
一
定
程
度
の
評
価
を
示
し

て
い
た
点
は
本
稿
【
69
】
條
に
見
ら
れ
る
。『
語
類
』
が

安
期
生
に
言
及
す
る
事
例
は
、
本
稿
【
59
】
條
注
（
6
）

に
引
用
し
た
資
料
に
見
ら
れ
る
が
、
安
期
生
を
評
価
す

る
理
由
に
就
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
或
い
は
、
蒙
文

通
「
晩
周
僊
道
分
三
派
考
」（
蒙
文
通
文
集
第
一
巻
『
古

學
甄
微
』
所
収
。
巴
蜀
書
社
、1

9
8
7

年
）
が
安
期
生
の

仙
術
は
薬
餌
を
軸
と
す
る
と
指
摘
す
る
様
に(p.3

3
6)

、

そ
の
教
え
が
『
參
同
契
』
と
同
系
統
の
も
の
と
看
做
さ

れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

（
8
）「
僴
」
：
沈
僴
。
第
一
稿
【
4
】
條
注
（
10
）
を
参
照
。

【
73
】

論
道
家
三
清
、
今
皆
無
理
會
。
如
那
兩
尊（

１
）、
已
是
詭
名
俠
戸

了（
２
）。
但（

３
）老
子
既（

校
１
）是
人
鬼
、
如
何
却
居
昊
天
上
帝
之
上
。
朝
廷

更（
校
２
）不
正
其
位
次
。
又
如
眞
武
、
本
玄
武
、
避
聖
祖
諱
、
故
曰（

校
３
）

「
眞
武
」。
玄
、
龜
也
。
武
、
蛇
也
。
此
本
虚
、
危
星
形
似（

校
４
）之
、

故
因
而
名
北
方
爲
玄
武
七
星
。
至
東
方
則
角（

校
５
）、
亢
、
心
、
尾
象

龍（
校
６
）、
故
曰
蒼
龍
。
西
方
奎
、
婁
状
似
虎
、
故
曰
白
虎
。
南
方
張
、

翼
状
似
鳥
、
故
曰
朱（

校
７
）鳥（
４
）。
今
乃
以
玄
武
爲
眞
聖
、
而
作
眞
龜

蛇
於
下
、
已
無
義
理
。
而
又
増
天
蓬
、
天
猷
及
翊
聖
眞
君
作
四

聖（
５
）、
殊
無
義
理
。
所
謂
「
翊
聖
」、
乃
今
所
謂
「
曉
子
」
者（

６
）、

眞
宗
時
有
此
神
降
、
故
遂
封
爲
「
眞
君
」

（
７
）。﹇
義
剛
﹈（

８
）

（
校
1
）「
既
」、楠
本
本
は
「
但
」
に
作
る
。　
（
校
2
）「
更
」、

朝
鮮
整
版
は「

」に
作
る
。　
（
校
3
）「
曰
」、楠
本
本
は「
云
」

に
作
る
。　
（
校
4
）
底
本
は
「
以
」
と
す
る
が
、
朝
鮮
整
版
、

楠
本
本
、
和
刻
本
、
正
中
書
局
本
、
人
吉
本
に
依
り
「
似
」
に

改
め
る
。　
（
校
5
）「
角
」、楠
本
本
は
「
用
」
に
作
る
。　
（
校

6
）「
龍
」、
楠
本
本
は
「
龍
後
」
に
作
る
。　
（
校
7
）「
朱
」、

楠
本
本
は
「
宋
」
に
作
る
。

※
「
酒
井
」(p.4

1
9)

〔
訳
〕

道
家
が
三
清
を
論
じ
た
も
の
は
、
今
全
く
理
解
す
る
こ
と
が
出
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来
な
い
。
あ
の
二
人
の
「
尊
（
元
始
天
尊
と
太
上
道
君
）」
に

就
い
て
は
、
名
前
を
で
っ
ち
上
げ
数
を
増
や
し
た
も
の
だ
。
老

子
は
既
に
死
ん
で
鬼
籍
に
入
っ
た
人
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
「
昊

天
上
帝
」
の
上
に
位
置
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
朝
廷
は
そ

の
位
次
を
正
さ
な
い
の
だ
。
又
、
真
武
の
如
き
は
、
本
来
は
玄

武
で
あ
り
、
聖
祖
を
避
諱
し
て
真
武
と
言
っ
た
も
の
だ
。「
玄
」

と
は
亀
で
あ
る
。「
武
」
と
は
蛇
で
あ
る
。
も
と
も
と
（
二
十
八

宿
の
）
虚
、
危
の
星
の
形
状
が
（
亀
に
）
似
て
い
る
の
で
、
そ

こ
で
北
方
を
名
付
け
て
玄
武
七
星
と
し
た
の
だ
。
東
方
は
角
、

亢
、
心
、
尾
が
龍
に
似
て
い
る
の
で
蒼
龍
と
言
う
。
西
方
は
奎
、

婁
の
状
態
が
虎
に
似
て
い
る
の
で
白
虎
と
言
う
。
南
方
は
張
、

翼
の
状
態
が
鳥
に
似
て
い
る
の
で
朱
鳥
と
言
う
。
今
、
玄
武
を

真
聖
と
し
た
上
で
、
本
当
の
亀
蛇
を
更
に
別
に
そ
の
下
に
置
く

の
は
、
意
味
の
無
い
こ
と
だ
。
更
に
、
天
蓬
・
天
猷
及
び
翊
聖

眞
君
を
加
え
て
四
聖
と
す
る
の
は
、
更
に
無
意
味
な
こ
と
だ
。

所
謂
「
翊
聖
」
と
は
、
最
近
の
「
曉
子
」（
の
で
っ
ち
上
げ
の

様
な
も
の
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
真
宗
の
時
に
こ
の
神
が
降
っ

た
の
で
、
封
じ
て
真
君
と
し
た
も
の
で
あ
る
。（
黄
義
剛
）

〔
注
〕

（
1
）「
兩
尊
」
：
老
子
で
あ
る
「
太
上
老
君
」
を
除
い
た
「
元

始
天
尊
・
太
上
道
君
」
を
指
す
。

（
2
）「
詭
名
俠
戸
」：
一
戸
で
多
く
の
戸
を
水
増
し
し
て
、
そ

の
田
地
を
こ
れ
に
分
散
し
、
役
や
税
を
免
れ
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
例
え
ば
「
詔
諸
州
縣
、
有
隱
寄
財
産
、
及

假
借
戸
名
、
或
立
詭
名
挾
戸
之
人
、
限
一
年
内
自
陳
、

併
歸
一
戸
」（『
建
炎
以
來
繋
年
要
録
』
巻
一
百
二
十
七

「
紹
興
九
年
四
月
」p.2

0
6
8

。
中
華
書
局
、1

9
8
8

年
）
と

見
ら
れ
る
。
宋
代
の
「
詭
名
侠
戸
」
に
関
す
る
俯
瞰
的

研
究
と
し
て
は
、
周
藤
吉
之
「
宋
代
の
詭
名
寄
産
と
元

代
漢
人
の
投
獻
―
佃
戸
制
と
の
關
聯
に
於
い
て
―
」（『
東

洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
冊
、1

9
5
6

年
）
を
参
照
。

（
3
）「
但
」：
句
頭
の
助
詞
で
特
に
意
味
は
な
い
。
将
禮
鴻『
敦

煌
變
文
字
義
通
釋
（
第
四
次
増
訂
本
）』（
上
海
古
籍
出

版
社
、19

8
8

年
）
は
「
句
首
助
詞
、沒
有
意
義
」（p.5

4
1

）

と
す
る
。

（
4
）「
玄
武
、
白
虎
、
蒼
龍
、
朱
鳥
」
：
『
語
類
』
に
「
陶
安

国
事
眞
武
。
先
生
曰
、
眞
武
非
是
有
一
箇
神
披
髪
、
只

是
玄
武
。
所
謂
青
龍
、
朱
雀
、
白
虎
、
玄
武
、
亦
非
是

有
四
箇
恁
地
物
事
。
以
角
星
爲
角
、
心
星
爲
心
、
尾
星

爲
尾
、是
爲
青
龍
。
虚
危
星
如
龜
。
騰
蛇
在
虚
危
度
之
下
、

故
爲
玄
武
。
眞
宗
時
諱
玄
字
、
改
玄
字
爲
眞
字
、
故
曰

眞
武
。
參
星
有
四
隻
脚
如
虎
、
故
爲
白
虎
。
翼
星
如
翼
、

(71)
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軫
如
項
下
嗉
、
井
爲
冠
、
故
爲
朱
雀
。
盧
仝
詩
曰
、
頭

戴
井
冠
。
揚
子
雲
言
龍
、虎
、鳥
、龜
、正
是
如
此
」（『
語

類
』
巻
一
三
八p.3

2
8
9

）
と
見
ら
れ
る
。

（
5
）「
四
聖
」
：
十
四
世
紀
頃
の
撰
と
さ
れ
る
『
太
上
九
天
延

祥
滌
厄
四
聖
妙
經
』
に
は
、「
仰
啓
北
方
四
元
帥
、
束
縛

羣
魔
大
聖
尊
。
披
頭
仗
劔
偉
形
容
、
百
萬
天
兵
常
擁
護
。

天
蓬
天
猷
除
兇
惡
、
翊
聖
眞
武
賜
吉
祥
。
臣
今
伏
願
降

靈
壇
、
一
切
災
厄
自
消
散
」（『
太
上
九
天
延
祥
滌
厄
四

聖
妙
經
』1a/3

）
と
有
り
、
又
、
同
時
期
と
さ
れ
る
『
無

上
九
霄
玉
清
大
梵
紫
微
玄
都
雷
霆
玉
經
』
に
は
「
大
帝

曰
、北
極
紫
微
大
帝
、統
臨
三
界
、掌
握
五
雷
。
天
蓬
君
、

天
猷
君
、
翊
聖
君
、
玄
武
君
、
分
司
領
治
」（『
無
上
九

霄
玉
清
大
梵
紫
微
玄
都
雷
霆
玉
經
』2

3b/7

）
と
有
る
。

（
6
）「
曉
子
」
：
宋
・
呉
曾
『
能
改
齋
漫
録
』
に
「
王
在
徽
宗
朝
、

嘗
奏
天
神
降
其
家
。
徽
宗
欲
出
幸
、
左
右
奏
恐
有
不
測
、

宜
有
以
審
其
眞
僞
。
既
中
使
至
其
家
、
無
有
也
。
因
坐

誣
以
死
。
世
謂
輔
道
乃
曉
人
、不
應
爾
」（『
能
改
齋
漫
録
』

巻
十
七「
樂
府
」「
王
輔
道
詞
」p.4

9
0

。
上
海
古
籍
出
版
社
、

1
9
7
9

年
）
と
見
ら
れ
る
。「
曉
人
」
の
語
は
「
智
恵
者
」

程
度
の
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
王
輔
道
は
そ
の
家
に
「
天

神
」
が
降
臨
し
た
と
の
虚
言
に
よ
り
処
罰
さ
れ
て
い
る
。

本
條
の
「
曉
子
」
は
こ
の
「
曉
人
」
を
指
す
も
の
と
し

て
解
釈
し
た
。

（
7
）「
眞
君
」
：
眞
宗
期
に
「
眞
君
」
が
降
臨
し
、そ
れ
を
「
翊

聖
保
徳
眞
君
」
と
号
し
た
こ
と
に
就
い
て
は
、
王
欽
若

編『
翊
聖
保
徳
眞
君
傳
』に
詳
し
い
。『
翊
聖
保
徳
眞
君
傳
』

を
巡
る
考
察
は
中
嶋
隆
藏
『
雲
笈
七
籤
の
基
礎
的
研
究
』

「
第
一
編
第
二
章
第
3
節
『
翊
聖
保
徳
眞
君
傳
』
に
つ
い

て
」（
研
文
出
版
、2

0
0
4

年
）
を
参
照
。

（
8
）「
義
剛
」
：
黄
義
剛
。
第
一
稿
【
16
】
條
注
（
2
）
を
参
照
。

【
74
】

「
道
家
行
法
、
只
是
精
神
想
出
、
恐
人
不
信
、
故
以
法
愚
之
﹇
太

史
遷（

１
）﹈。
呂
與
叔（

２
）集
記
一（

校
１
）事
極
怪
。
舊
見
臨
漳
有
孫
事
道
巡（

校
２
）

檢
亦
能
此（

３
）」。
可
學（

校
３
）云
、「
天
下
有
許
多
物
事（

校
４
）、
想
極
、
物
自

入
來（

校
５
）」。
曰
、「
然
」。﹇
可
學（

校
６
）（
４
）
﹈

（
校
1
）「
一
」、
楠
本
本
無
し
。　
（
校
2
）「
巡
」、
朝
鮮
整
版
、

楠
本
本
、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
、
人
吉
本
は
「

」
に
作
る
。

　
（
校
3
）「
可
學
」、楠
本
本
は「
某
」に
作
る
。　
（
校
4
）「
事
」、

楠
本
本
無
し
。　
（
校
5
）「
來
」、
和
刻
本
は
「
来
」
に
作
る
。

　
（
校
6
）「
學
」、
楠
本
本
は
「
斈
」
に
作
る
。

※
「
酒
井
」(p.4

1
9)

(72)
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〔
訳
〕

「
道
家
の
行
法
は
、
単
に
精こ
こ
ろ神
の
働
き
が
生
み
出
し
た
も
の
に

過
ぎ
ず
、
人
が
こ
れ
を
信
じ
な
い
の
を
恐
れ
、
法
を
用
い
て
人

を
愚
弄
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
﹇
司
馬
遷
が
述
べ
て
い
る
﹈。

呂
與
叔
の
文
集
が
極
め
て
怪
異
な
事
柄
を
記
録
し
て
い
る
。
以

前
、
臨
漳
代
で
、
孫
事
道
巡
検
が
こ
の
法
を
よ
く
す
る
の
を
見

た
こ
と
が
有
る
」。
鄭
可
学
「
世
間
に
は
多
く
の
物
事
が
有
り
、

そ
れ
に
対
す
る
思
い
が
極
ま
る
と
、
そ
の
物
が
自
ず
と
入
っ
て

く
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」。
朱
子「
そ
の
通
り
だ
」。（
鄭
可
学
）

〔
注
〕

（
1
）「
故
以
法
愚
之
﹇
太
史
遷
﹈」
：
第
四
稿
【
40
】
條
が
既

に
言
及
し
て
い
た
様
に
、「
老
子
」
の
流
が
「
變
詐
刑

名
」
に
流
れ
た
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
又
、
第
二

稿
【
26
】
條
注
（
13
）
に
引
い
た
『
史
記
』「
老
子
韓
非

列
傳
」
の
「
太
史
公
曰
」
を
参
照
。

（
2
）「
呂
與
叔
」：
呂
大
臨（1

0
4
6

頃
〜1

0
9
2

頃
）、字
は
與
叔
、

藍
田
（
陝
西
省
）
の
人
。
初
め
張
横
渠
に
、
つ
い
で
程

伊
川
に
師
事
し
た
。『
學
案
』巻
三
十
一（p.1

1
0
5

）。『
伊

洛
淵
源
録
』
巻
八
「
藍
田
呂
氏
兄
弟　

正
字
」
注
に
「
名

大
臨
、
字
與
叔
、
…
有
易
・
詩
・
禮
・
中
庸
説
、
文
集

等
行
世
」（『
朱
子
全
書
』
拾
貮
冊
所
収
『
伊
洛
淵
源
録
』

p.1
0
3
2

）
と
有
り
、『
語
類
』
に
は
「
呂
與
叔
集
」（『
語
類
』

巻
八
十
七p.2

2
3
4

、
巻
九
十
九p.2

5
3
7

、
巻
一
百
一

p.2
5
6
1

）、「
呂
與
叔
文
集
」（『
同
』
巻
一
百
一p.2

5
5
6

）

等
と
見
ら
れ
、『
郡
齋
讀
書
志
』
第
十
九
巻
「
別
集
類
下
」

に
は
「
呂
與
叔
玉
溪
集
二
十
五
巻
、玉
溪
別
集
十
巻
」 （
孫

猛
校
證『
郡
齋
讀
書
志
校
證
』p.1

0
1
2

。
上
海
古
籍
書
店
、

1
9
9
0

年
）
と
有
る
。
尚
、
陳
俊
民
「
關
於
藍
田
呂
氏
遺

著
的
輯
校
及
其
『
易
章
句
』
之
思
想
」（
理
學
叢
書
『
藍

田
呂
氏
遺
著
輯
校
』
所
収
。
中
華
書
局
、1

9
9
3

年
）
を

参
照
。

（
3
）「
舊
見
臨
漳
有
孫
事
道
巡
檢
亦
能
此
」
：
「
臨
漳
」
は
福

建
省
漳
州
城
の
臨
漳
台
の
こ
と
。
朱
熹
は
漳
州
赴
任
中
、

こ
こ
で
講
学
し
て
い
る
。「
孫
事
道
巡
檢
」
は
未
詳
。

（
4
）「
可
學
」
：
鄭
可
學
。
第
一
稿
【
10
】
條
（
1
）
参
照
。

【
75
】

道
家
説
仙
人
尸
解（

１
）、
極
怪（

校
１
）異
。
將
死
時
、
用
一
劍（

校
２
）、
一
圓

藥（
校
３
）、
安
於
睡
處
。
少
間（

校
４
）、
劍（

校
２
）化
作
自
己
、
藥（

校
３
）又
化
作
甚

物
、

自
家
却
自
去
別
處
去
。
其
劍（

校
２
）亦
有
名
、
謂
之
「
良
非
子（

２
）」。
良

非
之
義
、
猶
言
本
非
我
也
、「
良
非
子
」
好
對
「
亡
是
公（

３
）」。

（
校
1
）「
怪
」、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
、
人
吉
本
は
「
恠
」

(73)
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に
作
る
。　
（
校
2
）「
劍
」、
朝
鮮
整
版
、
正
中
書
局
本
、
和

刻
本
、
人
吉
本
は
「
劔
」
に
作
る
。　
（
校
3
）「
藥
」、
和
刻

本
は
「
薬
」
に
作
る
。　
（
校
4
）「
間
」、正
中
書
局
本
は
「
問
」

に
作
る
。

※　

楠
本
本
は
本
條
無
し
。

※
「
酒
井
」（p.4

1
9

）

〔
訳
〕

道
教
が
仙
人
の
尸
解
を
説
い
て
い
る
が
、極
め
て
怪
異
で
あ
る
。

臨
終
の
時
、
一
振
り
の
剣
、
一
個
の
丸
薬
を
用
い
て
、
寝
処
に

安
置
す
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
剣
が
変
化
し
て
自
分
自
身
と

な
り
、
薬
も
又
変
化
し
て
何
物
か
に
変
る
が
、
自
分
自
身
は
別

の
場
所
へ
と
去
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
剣
に
は
名
前
が
有

り
、「
良
非
子
」
と
呼
ば
れ
る
。「
良
非
」
と
は
、「
元
々
私
で

は
な
い
」
と
い
う
様
な
意
味
だ
。「
良
非
子
」
は
丁
度
「
亡む

是ぜ

公
（
是こ

の
公ひ
と

亡な

し
）」
と
言
う
の
と
同
じ
様
な
も
の
だ
。

〔
注
〕

（
1
）「
尸
解
」
：
本
稿
【
59
】
注
（
4
）
を
参
照
。『
眞
誥
』

巻
四
「
運
象
篇
第
四
」（4/1

5b/1
0

〜
）、『
雲
笈
七
籤
』

巻
八
十
四
「
尸
解
」
等
に
詳
し
く
見
ら
れ
る
。

（
2
）「
良
非
子
」
：
「
若
欲
且
遯
潛
名
山
、
棲
身
高
岫
、
或
欲

隨
時
觀
化
、
逍
遥
林
澤
、
或
欲
斷
兒
子
之
情
、
令
始
終

道
畢
、
外
割
親
悲
、
内
遏
希
尚
、
不
願
眞
官
、
隱
浪
自

足
者
、
當
修
劒
尸
解
之
道
。
以
曲
晨
飛
精
書
劒
左
右
面
、

先
逆
自
託
疾
、
然
後
當
抱
劒
而
臥
。
又
以
津
和
飛
精
作

丸
、
如
大
豆
、
於
是
呑
之
。
又
津
和
作
一
丸
、
如
小
豆
、

以
口
含
縁
。
拭
之
於
劒
鐶
、
密
呼
劒
名
字
、
祝
曰
、
良

非
子
、
于
今
以
曲
晨
飛
精
相
哺
、
以
汝
代
身
、
使
形
無

洩
露
。
我
當
潛
隱
、汝
暫
入
墓
、五
百
年
後
、來
尋
我
路
、

今
請
別
矣
」（『
雲
笈
七
籤
』
巻
八
十
四
「
尸
解
次
第
事

迹
法
度
」8

4/6b/7

）
と
見
ら
れ
る
。

（
3
）「
亡
是
公
」
：
司
馬
相
如
「
子
虚
賦
」
に
「
楚
使
子
虚
使

於
齊
、
王
悉
發
車
騎
、
與
使
者
出
畋
、
畋
罷
、
子
虚
過

奼
烏
有
先
生
、
亡
是
公
存
焉
」（
司
馬
相
如
「
子
虚
賦
」。

中
国
古
典
文
学
叢
書
『
文
選
』
巻
七p.3

4
8

。
上
海
古
籍

書
店
、19

8
6

年
）
と
見
ら
れ
、『
漢
書
』「
司
馬
相
如
傳
」

に
「
相
如
以
子
虚
、
虚
言
也
、
爲
楚
稱
。
烏
有
先
生
者
、

烏
有
此
事
也
、
爲
齊
難
。
亡
是
公
者
、
亡
是
人
也
、
欲

明
天
子
之
義
。
故
虚
藉
此
三
人
爲
辭
、
以
推
天
子
諸
侯

之
苑
囿
。
其
卒
章
歸
之
於
節
儉
、因
以
風
諌
。
奏
之
天
子
、

天
子
大
説
。
其
辭
曰
、…
」（『
漢
書
』
巻
五
十
七
上
「
司

馬
相
如
傳
第
二
十
七
上
」p.2

5
3
3

）
と
見
ら
れ
る
。（

完
）
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※
底
本
と
楠
本
本
と
の
間
で
は
、
各
條
の
状
況
が
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
た
め
、其
他
の
版
の
状
況
も
含
め
て
対
照
表
を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。

題
目

底
本（
條
数
）

楠
本
本

其
の
外

老
子

1
〜
3

2
條
と
3
條
が
逆

4
〜
10

無
し

11

同

12

無
し

列
子

13

同

朝
鮮
整
版
は
17
條
の
後
に
位
置

す
る
。

荘
子

14

無
し

15
〜
16

同

17

底
本
19
條
の
一
部

と
同
文
が
混
入

朝
鮮
整
版
は
17
條
の
後
に
底
本

の
13
條
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

老
荘

18
〜
20

同

21

無
し

荘
列

22

同底
本
巻
117
に
見
ら
れ

る
一
條
が
有
る

23
〜
24

同

老
荘
列
子

25
〜
27

同

老
子
書

28

同

29
〜
30

無
し

31

33
條

32

32
條

33

31
條

34
〜
42

同

43

無
し

朝
鮮
整
版
、
人
吉
本
は
42
條
と

同
一
條
と
す
る
。

44
〜
48

同

荘
子
書

49
〜
55

同

(75)

参
同
契

56
〜
58

同

論
修
養

59
〜
62

同

63

無
し

64
〜
67

同

68

無
し

論
道
教

69
〜
71

無
し

論
道
家
神
像

（
楠
本
本
の
み
）

72
〜
74

同

75

無
し

追
記
：
本
訳
注
を
掲
載
し
て
よ
り
、
多
く
の
先
輩
諸
氏
よ
り
御
指
摘
、

御
助
言
を
頂
い
た
。
記
し
て
学
恩
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
又
、

足
掛
三
年
に
及
ぶ
訳
注
の
掲
載
を
御
理
解
下
さ
っ
た
、
熊
本
県

立
大
学
文
学
部
紀
要
委
員
会
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。




